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カのハリケーン・カトリーナによる災害の状況や平

成 年度予算概算要求に関連して、事前投資による

被害軽減効果等についてご説明をいただきました。

第 部 治水事業促進全国大会

主催者挨拶、来賓祝辞

先ず、主催者として陣内孝雄全水連会長（参議院

議員）が挨拶をした後、陣内会長が大会議長に推挙

され、大会は進められました。

後藤茂之国土交通大臣政務官が祝辞を述べ、政務

ご多忙の中ご臨席をいただいた国会議員の先生方、

国土交通省技監、河川局長ほかのご来賓が紹介され

ました。（国会議員の先生につきましては、その後

は到着された都度ご紹介いたしました。）

意見発表、大会決議

意見発表では、川原義朗徳島県三加茂町長ならび

に櫻井哲雄延岡市長が、今年の台風 号による災害

の状況、吉野川・那賀川等の渇水に対する早明浦ダ

ムの効果等について、その所見を訴えられました。

この意見発表を受けて、大会決議文を坂下一朗全水
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平成 年度の治水事業促進全国大会は、寒さが増

してきたとはいえ秋晴れの中、昼過ぎには各県の参

加者が集うのぼりも揺れはじめ、 月 日（火）午後

時 分から砂防会館別館において開催されまし

た。

今年の大会は、

昨年は過去最多の台風の上陸や集中豪雨と相

まって、全国各地に甚大な被害が発生したほか、

本年も 月の台風 号により九州を中心に大き

な災害が発生し、首都圏でも局地的な豪雨によ

り多くの浸水被害が発生したこと。

今年は梅雨期前半の小雨により、吉野川・那

賀川等が渇水となり、四国地方の市民生活に大

きな影響を与えたこと。

昨今は気候変動の影響により、台風や集中豪

雨が増加しており、アメリカのハリケーン・カ

トリーナの大災害にも見られるように、世界的

にも大きな災害が発生する傾向にあること。

等を背景として、治水事業を着実に推進していく必

要があることを、力強く訴える大会となりました。

大会には、後藤茂之国土交通大臣政務官、多くの

国会議員の先生方をはじめ、佐藤信秋技監、渡辺和

足河川局長ほか国土交通省幹部職員ならびにたくさ

んの関係団体の長を来賓としてお迎えしたほか、市

町村合併が進んでいる中ではあるが、全国から市区

町村長ほか治水・利水事業関係者等 余名が参

加して、全国 地区において開かれた地方治水大会

の成果を結集して開催されました。

第 部 講演

講演では、渡辺河川局長から 治水事業を巡る最

近の状況 と題しましてご講演をいただき、今年の

台風 号、首都圏の異常豪雨による災害及びアメリ

会場風景

主催者席

来賓の方々
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ただいまご紹介をいただきました河川局長の渡辺

でございます。

今日は、治水事業促進全国大会に全国各地からご

参集をいただきまして、誠にありがとうございます。

私の方からは 治水事業をめぐる最近の状況 と

いうことで、最近の災害の状況、それから 年度に

どんな予算の要求をしているかにつきまして、ご報

告をさせていただきたいと思っております。

それでは最初に最近の災害の状況につきまして、

お話をさせていただきます。

平成 年の話を少ししておきますと、ご承知のよ

うに昨年は非常に台風の多い年でございまして、

個の台風が上陸いたしました。それとあわせまして、

梅雨前線豪雨で新潟・福島または福井等で大変な豪

雨災害があった年でございます。昨年は、トータル

名と大変多くの方が災害でお亡くなりになりま

して、また家屋被害も 万棟という、非常に大きな

災害があったわけでございます。

昨年の状況については、大分報告しているかと思

いますので、今年の状況を少しかいつまんでご報告

をさせていただきます。

ご承知のように、台風 号が 月 日、 日ごろ

に、特に九州を中心として大変大きな雨を降らせた

わけでございます。この絵を見ていただくとお分か

りになりますように、九州の東側、それから四国の

南側に非常に大きな雨が降ったところでございまし

て、台風は九州の西側に上陸して長崎、佐賀のあた

りを通ったんですけれども、雨は九州の東側に降っ

たということです。

これはどういうことかといいますと、台風のス

ピードが大変ゆっくりしていたために、台風の周り

をめぐる風が反時計回りに吹きますので、ちょうど

その雨が九州山地の東側にぶつかったというわけで

す。その結果、スピードがゆっくりしていたこと、

それから九州の南方の海水温が高かったという状況

もありまして、あまり衰えずに北上して、九州の西

側を通ったので、九州の東側及び四国で大きな雨が

降ったという状況でございます。

特にこの台風で特徴的なのが、非常に長い時間雨

が降ったために、総降雨量が物すごく大きいんです

ね。今日宮崎の方もお出でいただいていると思いま

すが、特に宮崎を中心として という非常に

大きな雨が 日間ぐらいで降っておりまして、その

結果として九州及び四国地方、また中国地方で大変

大きな災害があったわけでございます。

次のスライドは、宮崎市を流れる大淀川の状況で

ございまして、上の方が支川の大谷川から溢れてい

る状況。それから下の方が、大淀川の本川水位が堤

防天端まで数十センチのところまで来ている状況、

場合によってはこの本川が溢れ、宮崎市の中心部が

水につかるという大変な災害になるところだったん

です。長い時間雨が降ったものですから、この写真

の地点がちょうど干潮区間で、たまたまピークのと

第 部

講 演

国土交通省河川局長

渡 辺 和 足

治水事業を巡る最近の状況

連副会長（香川県内海町長）が力強く朗読し、全会

一致により原案どおり決議されました。

この大会決議文をもって、国会議員ならびに内閣

府・財務省等関係各省へ要望することとして、大会

は閉会となりました。

要望活動

要望活動は、国会議員の先生方には参加者全員に

より実施していただいたほか、内閣府・財務省等関

係各省には市区町村長の要望代表者により、地方治

水大会の要望書も一緒に実施していただきました。

なお、財務省には陣内孝雄会長の議員秘書、内閣

府には岩井國臣副会長、脇雅史両参議院議員の議員

秘書にご引率していただきました。要望活動にご尽

力いただきました皆様には、心からお礼申し上げま

す。



きに満潮でなかったという幸運もありまして、結果

として本川からの越水はなかったんですが、先ほど

言いましたように千数百ミリという非常に大きな雨

が降ったために、支川の氾濫とか越流ということで、

大変大きな災害があったわけでございます。

私もこの災害の後、北側大臣に随行して現地に行

きまして、その後、次の週にもう一度現地を見まし

ていろいろ地元の方からお話を聞いたんですけれど

も、この災害で幾つか教訓があります。 つは昨年

水害があったので、その水害の経験が生きている部

分と、逆に経験がマイナスになっている部分と両方

あったということでございます。

それはどういうことかと言いますと、昨年も水害

があったので早く避難しなきゃならないとか、避難

勧告が出たら早目に避難しようという動きと、また

逆の意味がありまして、支川のところでは去年の水

害では、 階は浸かったけど 階は大丈夫だったと

いうことで、避難勧告があっても 階に逃げておけ

ば大丈夫だろうと。経験があったために逆に逃げず

に避難をしなかった方が、結果として 階の屋根ま

で水が来ちゃって、ほうほうのていで屋根から逃げ

出したというようなこともあったようでございま

す。いろんな意味で、災害の経験というのは大事で

すけれども、逆に経験を過信してはいけないという

教訓が、この洪水ではあったかなと思っております。

これが延岡を流れる五ヶ瀬川でございます。この

五ヶ瀬川では、直轄河川の本川からの越水がありま

して、やはり浸水をしたという状況にあります。

これは東京の洪水ですけれども、台風が近づく前

日に台風の影響により前線が刺激されて、東京で非

常に大きな雨が降りました。杉並区、中野区のあた

りで 時間に 、 時間で 近い雨が降った

という状況にございます。その結果として、中野区

及び杉並区で 戸を超えるような浸水被害があり

ました。

ここの地区はおおむね 対応、今、大体中小河

川は 対応でやっているんですが、 対応につ

いてはおおむね出来ていたというところなんです。

また、地下にシールドトンネルでつくった地下貯留

池というのがありまして、その貯水池にも洪水を貯

めたという状況ですが、 以上の雨が降るとか

なり大きな被害となりました。

もう一つここで、右下の写真を見ていただくと分

かりますけれども、建物の地下が浸水しています。

建坪率等の関係で半地下の家とかが結構多かったよ

うですけれども、地下に水が入っちゃったという教

訓がありました。私は、こちらもその後に現地を歩

いてみたところ、地形的に妙正寺川とか、それから

善福寺川については、川のあるところが非常に低い

んですね。ぎゅっと 字谷になっていてその周りが

少し高くなっていまして、歩いてみると、やはりこ

れは大きな洪水があったら浸水する地形だというこ

とがよくわかる状況であります。ですからそういう

意味で言いますと、お住まいになっている方が普段

からそういう地形状況を把握して、自分の地域は場

合によっては、水に浸かるかもしれないということ

を把握しておくことが非常に大事なんじゃないかと

思った次第でございます。

東京の神田川、それから先ほどの大淀川と五ヶ瀬

川、それにもう つ、山口県の錦帯橋のある錦川、

この つの河川が、先日激特事業に採択をされまし

て、 年間で集中投資をして、再度災害の軽減防止

を図ろうということにしているところでございま

す。

それからもう つ大きな教訓がありましたのが、

この台風 号では全体で 人がお亡くなりになって

いるんですが、このうち土砂災害による死者・行方

不明が 人と、 割から 割近くが土砂災害による

死者・行方不明者が出たということです。

これはやはり避難との関係がありまして、土砂災

害で亡くなった場所が カ所ぐらいあるんですけれ

ども、そのうち避難勧告が事前に出ていた箇所は

カ所しかないという状況でございます。市町村長さ

んが避難勧告を非常に躊躇する場合がありますの

で、今日も市町村長さんお見えになっておりますが、

やっぱり早目の避難勧告は非常に大事なんじゃない

かと思っております。宮崎の日之影町では早目に避

難勧告をしたお陰で、家は壊れたけれども亡くなっ

た方がいなかったという状況にありまして、結果と

して何が明暗を分けたかというと、やはり避難勧告

の早さですね。できるだけ早目に避難勧告を出すこ

とが非常に大事だという教訓が、この土砂災害では

ありました。

もう つ、千何百ミリも雨が降りますと、非常に

大きな土砂崩壊が出てくるわけでございます。場合

によっては 万 も崩壊したところもありまして、

これが今後また大きな雨等で出てくることを考えま

すと、今回の災害だけではなくてそのつめ跡がまだ

残っているということが、ちょっと心配されるとい

うことであります。
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皆さん、ハリケーン・カトリーナの話はご存じか

と思いますけども、その状況を少しご説明をしたい

と思います。

この左上に、ハリケーン・カトリーナのコース図

がありますけれども、色の薄い黄色い方がハリケー

ンのカテゴリー。ハリケーンはカテゴリー から

までだんだん発達していくということですが、つま

り一番強いのがカテゴリー でありまして、ニュー

オリンズに上陸する直前に、カテゴリー まで台風

が発達したという状況でございます。

その右下に、ニューオリンズの横断図があります

けども、実はニューオリンズは非常にゼロメートル

地帯が多く、市の 割方がゼロメートル地帯という

状況でございます。なぜこのようにゼロメートルと

言うことになるかといいますと、ここでは油田とか

石油とか天然ガスを掘って、結局それが地盤沈下に

つながって、こういうゼロメートル地帯になってし

まった。そのゼロメートル地帯を護っていた堤防が

破堤をして、浸水被害に遭ってしまったということ

でございます。

この破堤した水を吐くのに非常に時間がかかった

んですけれども、このかかった理由が何故かといい

ますと、ふだんここの地域は低いものですから、ポ

ンプで常に排水しているんですね。ところがその中

に降った雨を想定しているものですから、外から水

が来て溢れて浸かってしまうということを想定して

いないわけです。それはどういうことかといいます

と、電気施設設備とかポンプの高さが、高潮でつか

ることを想定していないで、中の内水を想定してい

るものですから、ポンプが浸水して使えなくなっち

ゃったということでございます。結果として全体で

ぐらいのポンプがあったようですけれども、

実際に使えたのは 前後ということで、 カ月

ぐらい排水するのに時間がかかってしまったという

状況にあります。

この辺も、宮崎でも同じような教訓になりますけ

れども、例えばポンプの電気部分を上げるぐらいの

ことは、それほど大きな金がかかる話じゃないです

から、最悪のことを想定して対策を立てるというこ

とを、普段から心掛けておくことが必要なんじゃな

いかと思っております。

次に、これちょっと小さくて見にくいですが、コ

ンテナなんですね。空のコンテナが浮かんで、それ

がまた押し寄せるというような状況もあったようで

ございます。

伊勢湾台風のときに名古屋が堀川から来た材木に

よってやられたんですね。伊勢湾台風のときに高潮

で 人以上の方がお亡くなりになっているんで

すけれども、その大きな原因が水だけじゃなくて、

水と一緒に名古屋港に繋いであった材木が押し寄せ

たと。それが結果として非常に大きなエネルギーと

なって、家にぶつかったり人にぶつかったりして、

亡くなられた方が非常に多かったということなんで

す。今後港湾にいく場合、コンテナのことも少し心

配しなきゃいかんかなと思っております。今、私ど

もも三大港湾で、どんなコンテナがどこに置いてあ

るかを調べておりますけれども、コンテナも空だっ

た場合には数十センチの水で浮いちゃいます。です

から今後の危機管理としては、こういうことも考え

ておかなきゃいけないことになるわけでございま

す。

次が逃げ惑う人たちですが、避難に大変時間がか

かったということです。やはり避難対策を、今後ど

うするかということが課題になってくるようでござ

います。車で逃げた人が、車が渋滞してどうしよう

もなかったことが 点、それからこの地区はアメリ

カでも少し低所得の方が多くて、車を持っていない

方も結構いらっしゃったと。そういうことで、避難

をどういうふうにするか、避難のしやすい対応をど

うするかということを、普段から考えておかなけれ

ばならないという教訓が得られたところでございま

す。

右下がハリケーンで壊れた堤防ですけれど、この

堤防はどうなっているかというと、コンクリートウ

ォールみたいなパラペットウォールがありまして、

その下に矢板が打ってあるような堤防なんですね。

日本の場合ですと、ちゃんと基礎が 字型になって

いるとか 字型になっているという形で、場合によ

ってはマットレスがついているとか、日本の高潮堤

はそうなっているんですけれども、ニューオリンズ

を護っていた高潮堤は、コンクリートウォールの下

に矢板が打ってあるような形になっておりまして、

地震が余りないとはいえ、越流しなくても水圧で堤

防が破堤してしまったという状況があるようです。

そういう意味では、アメリカの国内でも計画に対し

て、大変厳しいマスコミの論調なんかも出ていると

ころでございます。

これが日本ではどうなっているかというと、日本

の三大湾では東京湾、伊勢湾、大阪湾の つの湾が

ゼロメートルが多いところでございます。ゼロメー



トルの定義というのは海抜 以下という定義もあ

りますし、朔望平均満潮位のときに水につかる、つ

まり満潮になったらつかっちゃう、それをゼロメー

トルと呼ぶケースもあります。

ここでは赤とピンクのところが として、朔望

平均満潮位でつかってしまうところですが、この面

積が三大湾合計で 、人口が 万人も住んでい

るというところです。今後日本において、アメリカ

のニューオリンズのような壊れ方はしないと思いま

すけれども、万が一高潮で水につかることを考えた

ときに、普段から何か対策を考えておく必要がある

ということで、現在いろんな委員会をつくって勉強

をしているところでございます。今 つ委員会をつ

くっておりまして、 つがゼロメートル地帯の高潮

対策検討委員会で、ハリケーン・カトリーナの教訓

を日本にどう生かすかという委員会。それからもう

つが大規模降雨委員会で、先ほど言いましたよう

に千何百ミリになるような降雨とか、それから時間

雨量 を超えるような降雨に対して、全面的に

河川改修で護ろうといってもなかなか対応できな

い。それではどうするかということを勉強するよう

な委員会をつくって、現在検討している最中でござ

います。

次に、これが治水事業関係予算の推移ですが、当

初予算で一番多かったのが、公共事業全般でもそう

ですが、治水事業でも平成 年。それから補正予算

込みでは、平成 年が一番多く、国費で平成 年は

兆円、それが平成 年はほとんど半分の状況で

す。当初予算同士の比較ですと、平成 年との比較

で大体 割ぐらいで、大変厳しい予算になっており

まして、その中でいかに効率的に事業を進めるかと

いうことが、私どもの課題になっているということ

でございます。

昨年非常に災害が多かったということで、今年の

基本方針 、骨太の方針 におきましては、国

民の安全・安心の確保が政府の基本的な責務であ

る ということが骨太方針にも、記載されていると

いう状況であります。それから公共投資につきまし

ても、 景気対策のための大幅な追加が行われてい

た以前の水準を目安にして進めてきた。しかし、そ

の目標はおおむね達成されつつあるけれども、今後

も と、こんなような書き方をしております。バブ

ル後の大幅な投資が行われる以前の水準というの

は、大体平成 年、 年ぐらいをイメージしており

ますので、平成 年、 年の数字にほとんどイコー

ルになってしまっているということです。従って目

標を達成しているので、これ以上下げるのはいかが

でしょうかということを私ども申しているんです

が、 達成された というものの、なかなか難しい

状況にあるということでございます。

あと 点だけ申し上げます。ハリケーン・カト

リーナの教訓で、一番大きなものと私は思っている

んですけれども、カトリーナで被害がどれだけ出た

かというと、民間の試算ですが 億ドル。今レー

ト 円近くなっていますけど、最初に試算したと

きには 円ぐらいだったので、約 兆円という被

害額になっています。それに対して、もともとのニ

ューオリンズの計画は、カテゴリー のハリケーン

までは対応するという計画になっておりまして、そ

れをカテゴリー に上げたときに幾らかかるかとい

う試算を陸軍工兵隊がやっており、その試算が約

億ドル、日本円で 億円というのが出ておりま

す。

これは何が言いたいかというと、 億ドルを事前

投資していたら 億ドルの被害が免れていたと

いうことです。つまり、いかに事前投資をすること

が大事かということの、非常に大きな示唆になって

いるかと思います。

日本でも同じようなことがありまして、東海豪雨

が起きたときに 億円の被害が出ておりました。

それをもし 億円事前投資をしていれば、その

倍、 倍に相当するような、 億円の被害の軽

減につながっていたはずです。それからもう つ、

福岡洪水がございまして、福岡の被害が約 億

弱であったんですけれども、それを 億事前投資

していればその被害は防げたということで、災害が

起きてからというより、事前投資がいかに大事かと

いうことが、今回の特にハリケーン・カトリーナで

は教訓になったんじゃないかと思っております。逆

に言えば、我が日本におきましてもゼロメートル地

帯を多くかかえておりますので、そういう意味では

その教訓をいかに生かしていくかということが、私

どもに与えられた課題ではないかと思っておりま

す。

最後になりましたけれども、台風 号で被災を受

けられた特に九州地域、また四国・中国地域の皆さ

ん方にお見舞いを申し上げまして、私の話を終わら

せていただきます。
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街の大通りの浸水状況倒壊した堤防（礫は仮締切堤防）

ゴミが散乱した市街地

ハリケーン・カトリーナによる被災状況
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本日ここに、平成 年度治水事業促進全国大会を

開催するに当たり、一言ごあいさつを申し上げます。

本日は公務まことに御多忙の中、後藤国土交通大

臣政務官を初め多数の国会議員並びに来賓の御臨席

を賜り、まことにありがたく厚く御礼を申し上げま

す。

また、全国各地から市町村長ほか、平素治水関係

事業の推進に御尽力されておられる関係者の皆様

に、このように多数ご参集いただき、本大会が盛大

に開催できますことはまことに喜ばしく、感謝に絶

えません。主催者といたしまして、皆様方の治水事

業に対する深いご理解とご熱意に対し、心から敬意

を表する次第であります。

我が国は、気象、地形、地質、土地利用などの諸

条件から自然災害を被りやすく、このため古くから

治水施設の整備が進められてまいりました。それに

もかかわらず、昨年は我が国に上陸した台風が、過

去最多の 個という異常な気象の年となり、梅雨期

の集中豪雨と相まって、全国各地に甚大な被害が発

生しました。

月の梅雨前線による新潟、福島及び福井地方に

おける豪雨災害、また 月の台風 号による兵庫県

の円山川及び京都府の由良川の氾濫など、豊岡市を

初め全国各地で甚大な被害が発生し、過去 年間で

最悪の痛ましい事態となったのであります。

その上、 月 日は新潟県中越地震が発生し、山

古志村が壊滅的な打撃を受け、今なお仮設住宅の生

活を余儀なくされておられます。東南海、南海地震

の発生の確率も高いと言われ、地震対策も一時も手

を抜くわけにはまいりません。

そして、今年も 月の台風 号により、宮崎県を

初め九州、中国及び四国を中心に、大きな被害が発

生いたしました。

また、台風の影響による秋雨前線によって、東京

都の神田川流域において、杉並区、中野区等で 時

間に を超える局地的な豪雨が襲い、 戸を

超える浸水被害が発生したばかりであります。しか

も、昨今は気候変動の影響により、台風や集中豪雨

が増加しており、アメリカのハリケーン・カトリー

ナの大災害にも見られますように、世界的にも大き

な災害が発生する傾向にあります。

また、渇水被害の面でも、ことしは四国地方にお

いて梅雨期前半の少雨により、吉野川、那賀川等で

取水制限が行われ、市民生活に大きな影響を与えた

ところであります。

近年、年間降水量の減少傾向に伴い、全国のあち

こちで渇水が発生しており、降雨水量が少ない場合

の渇水に対する備えは、引き続き重要であります。

政府は、昨年来の全国的な激甚な災害を機に、国

民の生命と財産を責任を持って守り、真に安全で安

心な国民生活を実現するために、治水事業の推進に

邁進してもらいたいと思う次第であります。

当連合会といたしましては、この秋、地方大会の

開催県と共同で、地方の声を国政に反映していただ

きますよう、各地において地方治水大会を開催して

まいりました。本日ここにその成果を結集し、所期

の目的を達成するため、本大会を開催した次第であ

ります。

昨年来の全国的な激甚災害の発生状況にかんが

み、政府においては先ほどお話がございましたけれ

ども、大規模降雨災害対策検討会及びゼロメートル

地帯の高潮対策検討会を立ち上げ、対応策を検討さ

れておりますが、当連合会といたしましても全面的

に支援していくこととしております。

これにより治水関係事業は一層強力に推進され、

安全で安心な国民生活が早期に実現されるよう、国

会並びに政府に対し、強く働きかけてまいる所存で

あります。ご参集の皆様方の、なお一層のご支援を

お願い申し上げますとともに、今後ますますのご活

躍を祈念申し上げましてあいさつといたします。

第 部

治水事業促進全国大会

主催者あいさつ

全国治水期成同盟会
連合会会長
参議院議員

陣 内 孝 雄
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財産を守る治水対策の重要性は、ますます高まって

いると考えます。洪水はひとたび発生すれば多くの

人命を奪うばかりか、国民の社会経済活動に著しい

損失を与えます。これらの被害を未然に防止し、軽

減する治水事業は、国の最も基本的な責務であると

認識しているところであります。

厳しい財政状況ではありますが、国土交通省とい

たしましては、今後とも豊かな生活環境と、安全で

活力ある経済社会を実現するため、治水施設の整備

を促進するとともに、ハザードマップの整備や避難

体制の構築など、ハード、ソフト両面からの対策を、

計画的、重点的に取り組んでまいる所存であります。

本日、全国各地から治水事業にかかわっておられ

る方々が一堂に会され、治水事業促進全国大会が開

催されますことはまことに意義深いことであり、皆

様方の貴重な御意見を、今後の施策に十分反映させ

てまいりたいと考えております。

終わりに、本日ご列席の皆様の治水事業に対する

日ごろのご尽力に対し、改めて敬意を表しますとと

もに、今後ますますのご発展とご健勝を心からご祈

念申し上げまして、私のあいさつといたします。

国土交通大臣政務官

後 藤 茂 之

来 賓 祝 辞

─順不同・敬称略─

衆議院議員

赤 池 誠 章 秋 葉 賢 也

伊 藤 忠 彦 稲 葉 大 和

今 井 宏 石 田 祝 稔

今 村 雅 弘 岩 永 峯 一

宇 野 治 上 野 賢一郎

小 野 晋 也 小 渕 優 子

大 前 繁 雄 岡 本 芳 郎

金 子 一 義 木 村 秀

北 川 知 克 北 村 茂 男

北 村 誠 吾 佐 田 玄一郎

佐 藤 勉 佐 藤 錬

斉 藤 斗志二 塩 谷 立

杉 田 元 司 鈴 木 淳 司

田 中 良 生 高 市 早 苗

鳥 修 一 竹 下 亘

土 井 亨 中 谷 元

中 根 一 幸 長 島 忠 美

西 本 勝 子 平 口 洋

ご臨席賜りありがとうございました

ご紹介いただきました国土交通大臣政務官の後藤

でございます。平成 年度治水事業促進全国大会が

開催されるに当たり、一言ごあいさつを申し上げま

す。

ご列席の国会議員、全国治水期成同盟会連合会の

皆様方には、平素から国土交通行政の推進につきま

して多大なるご支援、ご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

ご承知のとおり、近年、全国各地で豪雨災害が頻

発しております。とりわけ昨年は、新潟、福井豪雨

や、過去最多となる 個の台風の上陸などにより、

各地で甚大な被害が発生いたしました。ことしもま

た局地的な集中豪雨や台風の影響により、各地で大

きな被害が発生しております。

月の台風 号により、特に九州地方では総雨量

を超える大変な豪雨となり、河川の増水や

土砂崩れなどにより尊い人命が失われ、甚大な家屋

被害を被ったところであります。

こうした中で、治水施設の効果により、渇水被害

が大幅に軽減されたことも見逃すことができませ

ん。

例えば、鹿児島県の肝属川の支川・和田川では、

平成 年度に完成した波見水門により、本川からの

逆流を防ぐことができるようになったため、台風

号による降雨量が、近年最大の平成 年を上回る大

雨であったにもかかわらず、浸水被害が大幅に軽減

されました。また、四国の早明浦ダムでは、台風

号の降雨による流入量をダムに貯蓄することがで

き、下流の被害軽減に大きな効果を発揮したところ

であります。このような、治水施設の整備による効

果とその重要性について、改めて強く認識したとこ

ろであります。

昨今、公共事業について、多くの問題提起がなさ

れておりますが、水害、土砂災害から国民の生命と
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福 岡 資 麿 福 田 良 彦

牧 原 秀 樹 宮 路 和 明

宮 下 一 郎 望 月 義 夫

森 英 介 森 山 裕

盛 山 正 仁 吉 野 正 芳

渡 部 篤 渡 辺 具 能

参議院議員

岩 井 國 臣 岩 永 浩 美

太 田 豊 秋 岸 宏 一

北 川 イッセイ 木 村 仁

河 合 常 則 小 池 正 勝

後 藤 博 子 桜 井 新

佐 藤 雄 平 末 松 信 介

竹 山 裕 中 川 義 雄

二之湯 智 前 田 武 志

山 本 順 三 吉 村 剛太郎

脇 雅 史

衆議院議員（代理）

安次富 修 麻 生 太 郎

井 澤 京 子 井 上 喜 一

井 上 信 治 井 脇 ノブ子

伊 藤 公 介 伊 藤 信太郎

飯 島 夕 雁 石 井 啓 一

石 田 真 敏 石 破 茂

稲 田 朋 美 岩 屋 毅

江 藤 拓 衛 藤 征士郎

遠 藤 利 明 小此木 八 郎

越 智 隆 雄 大 口 善

大 島 理 森 大 塚 高 司

大 塚 拓 大 野 松 茂

大 野 功 統 大 村 秀 章

奥 野 信 亮 嘉 数 知 賢

鍵 田 忠兵衛 梶 山 弘 志

金 子 恭 之 上 川 陽 子

亀 井 久 興 亀 岡 偉 民

鴨 下 一 郎 河 井 克 行

瓦 力 木 村 太 郎

木 村 義 雄 久 間 章 生

小 池 百合子 小 坂 憲 次

古 賀 一 成 後藤田 正 純

高 村 正 彦 近 藤 基 彦

佐 藤 剛 男 坂 本 剛 二

笹 川 堯 清 水 鴻一郎

塩 崎 恭 久 七 条 明

柴 山 昌 彦 下 条 み つ

菅 義 偉 杉 浦 正 健

鈴 木 俊 一 薗 浦 健太郎

田 中 和 田 中 良 生

田野瀬 良太郎 田 端 正 広

武 田 良 太 棚 橋 泰 文

谷 公 一 谷 口 隆 義

谷 本 龍 哉 玉 澤 徳一郎

津 島 雄 二 土 屋 品 子

寺 田 稔 戸井田 徹

渡 海 紀三朗 土 井 真 樹

冨 岡 勉 中 川 昭 一

中 川 秀 直 中 川 泰 宏

中 野 清 中 山 成 彬

長 崎 幸太郎 並 木 正 芳

二 階 俊 博 西 川 京 子

西 川 公 也 西 村 明 宏

西 銘 恒三郎 額 賀 志郎

野 田 聖 子 野 田 毅

葉 梨 康 弘 萩生田 光 一

鳩 山 邦 夫 平 井 たくや

平 田 耕 一 福 井 照

福 島 豊 福 田 康 夫

藤 井 勇 治 二 田 孝 治

保 坂 武 保 利 耕 輔

堀 内 光 雄 増 原 義 剛

町 村 信 孝 松 浪 健 太

松 本 洋 平 三ツ林 志

三ツ矢 憲 生 三 原 朝 彦

御法川 信 英 宮 腰 光 寛

武 藤 容 治 村 上 誠一郎

村 田 吉 茂 木 敏 充

森 喜 朗 森 山 眞 弓

矢 野 隆 司 谷 津 義 男

保 岡 興 治 山 際 大志郎

山 口 泰 明 山 拓

山 中 子 山 本 公 一

山 本 幸 三 山 本 拓

山 本 有 二 吉 田 六左エ門

若 宮 健 嗣 渡 辺 喜 美

綿 貫 民 輔

参議院議員（代理）

阿 部 正 俊 秋 元 司
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浅 野 勝 人 泉 信 也

市 川 一 朗 魚 住 汎 英

小 野 清 子 大 江 康 弘

大 野 つや子 岡 田 広

岡 田 直 樹 加治屋 義 人

狩 野 安 景 山 俊太郎

片 山 虎之助 金 田 勝 年

岸 信 夫 北 岡 秀 二

国 井 正 幸 倉 田 寛 之

小 泉 昭 男 小斉平 敏 文

小 林 温 坂 本 由紀子

佐 藤 泰 三 椎 名 一 保

白 浜 一 良 鈴 木 政 二

関 口 昌 一 関 谷 勝 嗣

田 浦 直 田名部 匡 省

田 村 公 平 田 村 耕太郎

伊 達 忠 一 谷 川 秀 善

鶴 保 庸 介 中 島 啓 雄

中 島 眞 人 中 村 博 彦

西 田 実 仁 西 島 英 利

野 上 浩太郎 野 村 哲 郎

羽 田 雄一郎 真 鍋 賢 二

松 下 新 平 松 村 祥 史

松 村 龍 二 三 浦 一 水

山 内 俊 夫 山 崎 正 昭

山 下 英 利 吉 田 博 美

吉 村 剛太郎

祝電ありがとうございました
─順不同・敬称略─

衆議院議員

漆 原 良 夫 下 条 み つ

松 本 純

参議院議員

橋 本 聖 子 羽 田 雄一郎

ただいまご紹介をいただきました、徳島県三加茂

町の川原でございます。今日は、治水事業促進全国

大会の場でこういった機会を与えていただきまし

て、心からお礼を申し上げたいと思います。

三加茂町については資料に添付していただいてお

りますけれども、私の方からも簡単にご紹介をした

いと思います。

三加茂町は、吉野川の河口から ぐらい上流の

吉野川の南岸に位置します。人口 万人で総面積が

約 、ほとんど ％余りが山地という、真に中山

間地域そのものでございます。昭和の合併時には

万 人余りの人口でありましたけれども、現状

万人を割り確実に過疎の方へ向かっておるところで

ございます。

ところで吉野川ですが、ご覧のように全長

でございます。愛媛県と高知県の県境を走って高知

県をとうとうと流れ、水がめと言われ早明浦ダムを

経由して徳島県に入り、愛媛県から流れる銅山川、

そしてまた徳島県の祖谷川と合流をして、徳島まで

流れておる大河でございます。

これは、今年 月にオープンした 水辺の楽校 、

ぶぶるパークみかも というものです。築堤の事

業とあわせまして、国の環境整備事業のご支援をい

ただき、平成 年度から着工して、今年完成をした

ものでございます。今、サッカー場が映っておりま

すけれども、この東側に子供用のサッカー場、また

パークゴルフ場、そしてアユ漁が盛んでございます

ので、カンドリ舟の船着場も整備しておりますし、

この反対側には野外舞台、またジャブジャブ池を整

備して、現状子供たちから高齢者まで交流の場、ま

た学習の場、そしてスポーツレクの場として活用を

いただいております。

吉野川と共に生きる

徳島県三加茂町長

川 原 義 朗

意 見 発 表
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ただ、昨年、台風 号と 号、そして今年の台風

号で約 ぐらい冠水をいたしまして、その間は

水中公園になってしまいました。

現在の三加茂町の築堤状況ですが、右半分の赤の

実線部分が、現在完成をしておるところでございま

す。この事業は平成 年度から着工していただいて

おりますが、 年かかって ということでござ

いまして、なおまだ完成ではなくて、低水用の高さ

半分の築堤ということでございます。残り右側に波

線の部分が約 残っております。今の予算が続

いて、まだ 年はかかるだろうというお話でご

ざいますし、反対側の左側の上流側も同じ長さの築

堤が必要ですが、この築堤については現在まだ何の

お話もありません。下流側が完成をするのは

年、全体で同じ時間かかるとしますと、これから西

の部分の上流部分が完成するのにはまだ 年程かか

るということで、だんだん気が遠くなってくるよう

な感じがいたします。

これは昨年、日本に襲来した台風です。特にこの

赤の部分が四国に上陸した つの台風でございま

す。この つの台風が未曽有の豪雨と洪水をもたら

し、四国各地に大きな被害をもたらしたということ

でございます。

その台風の雨の量を考えてみます。これは、徳島

県を流れる吉野川の上流と下流に分かれる中間点の

岩津観測所での雨の量です。昨年は毎秒 万 を超

す雨が 回あり、そのうちの 号と 号が過去の

傑に入りまして、特に台風 号は最大の洪水となっ

たわけであります。各地で浸水被害なり、また内水

被害が起こりまして、昨年ほど、治水事業の重要性

を考えさせられたことはなかったと思っておりま

す。

今年の 号の雨量もまだ正式なのが出ておりませ

んけれども、昨年の 号に匹敵する雨でなかったか

と思っております。

次は被害状況ですが、これがまだ築堤工事が

残っておる地域の浸水被害です。住宅なり高齢者の

施設、また田畑に多く浸水して被害を受けたという

ことでございます。

これも同じ町内で、上流側のまだ築堤工事が全然

なされてない地域の状況です。町にしても、また地

域の住民の皆さん方にしても、一日も早い築堤の完

成を望んでいることが、お分かりいただけると思い

ます。

吉野川の下流の被害状況についても、ご覧になっ

ていただきたいと思います。これは、同じ 号で鳴

門市大麻町、旧吉野川の氾濫状況、そして徳島市の

国府町、支流の飯尾川が内水氾濫した状況でござい
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ます。たび重なった台風の影響で、国が管理をして

おります堤防や護岸等も多く被災をいたしました。

現状こういった状況ですけれども、今、急ピッチで

改修を行っていただいておりますが、吉野川の総被

害箇所が カ所でございまして、総延長が約 、

被害総額が 億となっております。

ダムの効果についても、ここで少し述べさせてい

ただきたいと思います。

ダムによって洪水調節をして、下流への洪水がカ

ットされて被害が軽減されるということは、私ども

も十分承知をしております。吉野川の上流には つ

のダムがありますが、この図は一番大きな早明浦ダ

ムの 号による水の流入量、また放流量でございま

す。最大流入量が毎秒 で、放流量が

ということで、ここで の洪水をカットし、

下流への影響を防いだということでございます。

これは、私どもの三加茂町のすぐ上流の井川町で

の水位を比較したもので、ダムの調整がなければ、

この地点で水の高さが は違っていただろうとい

う状況を示しております。

今度はそのダムの効果を、地図上でシミュレーシ

ョンをしてみました。左側が三加茂町で、赤く塗ら

れた部分が実際に浸水を受けた部分でございます。

ダムの調整がなければ緑色の地域が全部浸水をして
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いただろうという想定の図面で、真ん中の白い部分

が、築堤が完成したおかげで浸水を免れるだろうと

いう予測でございます。

逆に、今度は洪水ではなく渇水の状況も見てみた

いと思います。今年は昨年とうって変わって、春か

ら夏にかけまして雨量が平年の ％という日が続き

まして、吉野川も平成 年以来の渇水となりました。

早明浦ダムにおきましても取水制限をしながら、

回も利用水量がゼロとなりました。緊急に発電専用

容量を徳島、香川用水に流したということでござい

ますけれども、雨の少ない香川県には大きな影響が

出たということでございます。

この渇水を解消したのが、皮肉にも九州、中国・

四国を初め、全国に大きな被害をもたらした台風

号でございます。この台風、強い勢力を持ったまま、

比較的スピードが遅かったことから、九州、四国を

中心に、各地に大きな被害をもたらしました。これ

によって、渇水であった早明浦ダムも、一挙に ％

から ％となりました。このときの水の貯水を見

てみますと、最大流入量が毎秒約 、そのう

ちの をカットし、放流量が だけという

ことになりました。今年の大渇水なり、またそれに

続く洪水を考えますと、ダムの持つ治水、利水の効

果を再認識させられたところであります。
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ただ、今日はダムの効果だけをお話しに来たので

はありません。上流のダムが効果を発揮しながらも、

なおまだ吉野川の増水によって各地で浸水被害が起

こっておるということを、ご理解いただきたいと思

います。これは、今年の台風 号による状況ですが、

同じような大きな被害があったということでござい

ます。現状、吉野川の治水事業が遅れていると言わ

ざるを得ないところでございます。

最後になりますが、前述の三加茂町における築堤

状況を、もう一度出させていただきました。国は昭

和 年代の半ばに吉野川上流の改修を打ち出してお

りますけれども、いまだに 年近くたってこの状況

です。三加茂町だけでなく、近隣の町村にも同じこ

とが言えると思います。

どうか国におかれましては、国民の安全・安心は

国が守るという大原則を守っていただきまして、一

日も早く築堤を改修して、住民が安心して暮らせる

ように、さらに治水事業を進めていただきますよう

に、心からまた重ねてお願いを申し上げて、私の意

見発表を終わらせていただきます。

架設して、産卵のために川を下るアユを捕獲し、秋

風の吹く川原で川面を眺めながら塩焼きなどを食す

る伝統的なアユやな漁は、水郷延岡を代表する風物

詩として、市内外から多くの観光客にお越しいただ

いております。

また、当市は豊富な水資源を活用した、東九州有

数の化学工業都市でもございます。さらに多くの河

川の堤防上に設けられました兼用道路には、マラソ

ンのトレーニングコース、ジョギングコース、ウォー

キングコースを随所に設け、広く市民に活用してい

ただいているだけでなく、祝子川沿いの オリンピ

ア・ロード と名づけました、往復 のコー

スは、古くは旭化成の宗兄弟、谷口浩美選手、バル

セロナオリンピック・マラソン銀メダリストの森下

広一選手などの国際的なランナーが練習に励み、現

在も多くの実業団や学生、高校生の強豪チームが訪

れて、強化合宿に使われているコースでございます。

このように延岡市は、さまざまな分野におきまし

て豊かな川の恵みを受けて、今日まで発展をしてま

いりました。

しかし、急峻な九州山地から日向灘へ一気に流れ

下る勾配の急な河川の特徴などから、ひとたび台風

や集中豪雨に見舞われますと、これらの河川は安

心・安全な市民生活にとりましては、一転して極め

て大きな脅威となり、本市の市史には、たび重なる

洪水と先人との戦いの歴史が、数多く書き残されて

おります。

また最近も平成 年、平成 年、平成 年、平成

年と、相次いで台風や集中豪雨による水害が発生

しております。

このような状況を受けまして、本市はもとより、

五ヶ瀬川水系全域にわたりまして、国、県ご当局の

ご尽力により、水害への対策が鋭意進められてまい

ご紹介いただきました宮崎県延岡市長の櫻井でご

ざいます。お時間をいただきまして、今年 月に遭

遇しました台風 号の被害を中心に、その教訓と私

なりの意見を申し上げたいと存じます。

延岡市は北から北川、祝子川、五ヶ瀬川、その支

流の大瀬川などの 級河川が市街地を貫流し、古く

から水郷延岡と呼ばれております。

特に初夏から初秋にかけましては、アユの友釣り

を楽しむために多くの太公望が五ヶ瀬川水系を訪

れ、また晩秋には河川にやなと呼ばれる捕獲施設を

水郷延岡を襲った過去最大の

雨 台風 号

宮崎県延岡市長

櫻 井 哲 雄



りました。特に平成 年 月に襲来した台風 号の

際は、大分県に水源を発し、本市で日向灘へ注ぐ北

川の流域において、約 戸の家屋が浸水する大

水害が発生しております。

このため国のご配慮により、急遽、河川激甚災害

対策特別緊急事業が採択され、これにより築堤や樋

門の設置などが行われ、本年 月にその竣工式がと

り行われたところでございます。この、いわゆる激

特事業の竣工により、今回の台風 号の際には北川

本流では多大な効果を発揮し、国管理区間におきま

しては、本流からの浸水被害が皆無となりました。

また、五ヶ瀬川本流につきましても国ご当局のご

尽力により、現在、中心市街地を貫流する五ヶ瀬川

とその支流の大瀬川が市街地で再合流する地点にお

いて、隔流堤事業が実施されております。これは、

実は五ヶ瀬川と大瀬川の河床の高さが異なるため

に、一たん本流である五ヶ瀬川から、適正に分流さ

れた大瀬川の河川水が再合流地点において、河床の

低い五ヶ瀬川へ流れ込み、氾濫などの危険性が増大

するため、再合流地点に隔流堤を設けて大瀬川から

の流れ込みを防ぎ、両河川の安全性を高めようとす

るもので、完成の暁には多大な効果を発揮するもの

と大きな期待が寄せられているところでございま

す。また、県ご当局におかれましても、五ヶ瀬川及

び北川におきまして水防災対策特定河川事業、また

祝子川でも広域基幹河川改修事業を鋭意進めていた

だいております。

そして、ようやくその効果が顕著になってまいり

ました矢先の今年 月 日に、ご案内のとおり台風

号が襲来しました。先ほど、局長様から御説明が

あったところでございます。この 号台風は、 月

日には中心付近の気圧は ヘクトパスカル、最

大風速は毎秒 、風速 以上の強風域の半径が

南東側 、北西側 と、大型で非常に強い勢

力となっており、 月 日には九州西岸に沿って北

上し、午後 時過ぎに長崎県諫早市付近に上陸しま

した。

皆様ご存じのように、台風の東半分は台風自身の

進行速度が加わるため、西半分と比較して勢力はよ

り強く、従いまして今回のコースは、宮崎県などの

東九州地域にとっては最悪のコースでございまし

た。

このため台風が近づくにつれて、雨、風両面から

の厳重な警戒体制をとっていたところでございます

が、台風の中心へ向かって吹き込む高湿度の強烈な

風が九州山地へ吹きつけ、その東側山麓に当たる宮

崎県の山間部に、多量の降雨をもたらしました。

結局、今回の 号台風の特徴を一言で申し上げれ

ば、宮崎県の災害史上、過去に類を見ない強烈な雨

台風であったと言えるのではないかと思っておりま

す。五ヶ瀬川水系における今回の降水量の具体的な

数字を申し上げますと、五ヶ瀬川上流の北方町上鹿

川で 日間の総雨量は 、同じく日之影町見

立で 、祝子川上流の北川町上祝子で

に達し、国土交通省ご当局の言葉をお借りすれば、

これまでの想定にない大規模な降雨、つまり戦後最

大の降水量を記録いたしました。

また、延岡市でも総雨量が 、最大日雨量は

月 日に 、最大 時間雨量は 月 日に

に達しました。 月 日、本県が風速 以上の暴

風域に入るころから、各河川が急激に増水し、外水

の流入を防ぐために樋門を閉鎖し、排水機場が整備

された箇所では、フル稼働で内水を排除しました。

しかし、それでもなお水位は上昇し続け、本流の堤

防上で越水が懸念される箇所では、消防団や国土交

通省ご当局などが、必死で土嚢を設置するなどの水

防活動を行いましたが、水位の上昇はそれを上回り、

延岡市内においては国管理区間で カ所、その他の

区間で カ所、合計 カ所で堤防から越水し、五ヶ

瀬川の越水では中心市街地の商店街が広く浸水し、

あちこちの商店街で、店先でアユをつかみどりした

という、笑えないエピソードが伝えられております。

また、幾つもの支流でも内水が氾濫いたしました。

台風 号による本市の被害の状況を簡単に申し上

げますと、床上浸水 世帯、床下浸水 世帯と

いう甚大なものでございました。いち早く県知事、

また当時の村田吉隆内閣府防災担当大臣を団長とす

る政府の合同調査団が来県され、つぶさに本市の被
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災状況をご視察いただき、市民一同大変心強く感謝

をした次第でございましたが、災害の痛手は大きく、

現在もなお必死の復旧活動に努めているところでご

ざいます。

ところで、昨今の降雨の特異性につきましては、

識者の方々が多方面から分析され、年間降水量は減

少する傾向にあるにもかかわらず、降り出したら局

地的に多量の降雨があり、治水上から非常に扱いに

くい雨がふえていると、水害への警鐘を鳴らしてお

られます。急峻な山々に囲まれ、その谷間谷間から

流れ下った幾つもの河川が市街地に集中して、日向

灘へ注ぐ独特の地形を有しておる延岡市で、日々暮

らしております私どもも、昨今のその異常さを強く

実感いたしております。その顕著な例が、この 年

ほどの間に、これまでの常識では 年に 度、

年に 度といった確率でしか降らないはずの想定外

の豪雨が頻発していることであります。このため、

先ほど申し上げました激特事業の効果により、本流

の越水等が皆無であった北川でも、複数の支流にお

いて内水が氾濫し、家屋や基幹産業の工場などに甚

大な浸水被害が発生いたしました。

また、本市で実施されております水防災対策特定

河川事業では、それまでの降水量では過去最高で

あった平成 年の台風 号の際の降水量と水位をも

とに、宅地嵩上げの計画高が決定され、一部の地区

では嵩上げが既に完了しております。

そのような中、今回の台風 号では、期間合計降

水量が過去の記録を上回りました。水位においても、

延岡市街地に設けられた水位観測所で、平成 年

号台風の最高水位 を超える過去最高の

に達し、水防災事業によって嵩上げが完了した複数

の家屋が、さらに の床上浸水被害に見舞われる

事態も発生しました。

また、五ヶ瀬川と市街地で合流する支流・松山川

では、これまでにもたび重なる浸水被害があり、床

上浸水対策特別緊急事業により、河川改修及び合流

点の古川町に樋門と排水機場が整備され、今年度か

ら運用が開始されました。この古川排水機場は毎秒

の排水能力があり、 月 日午後 時 分ごろ

に、五ヶ瀬川から松山川への逆流が始まったため、

樋門のゲートを閉めてポンプの稼働を開始し、松山

川の内水排除に強力な威力を発揮しました。

しかし、内水を汲み出す先の五ヶ瀬川上流部にお

いて、わずか 日間で日本各地の平均的な年間降水

量に匹敵する、まさに記録的な降雨があったことか

ら、 月 日朝方には五ヶ瀬川の水位が上昇して、

堤防設計の基準である計画高水位を超え、さらに上

昇し始めました。このため、堤防決壊などにより甚

大な被害を回避するために、午前 時 分ごろに、

排水機場の運転を停止せざるを得ない状況に陥りま

した。この運転停止により、松山川の内水が氾濫し、

また午前 時ごろには五ヶ瀬川本流からも越水した

ため、松山川流域の岡富、古川、松山町において、

戸の床上浸水被害が発生しました。

内水の氾濫と本流からの越水による多量の濁流

と、流木やごみ類の流入により、二重、三重の被害

に遭遇した被災住民からは、排水機場が完成して、

これで安心と喜んでいたのに、どうしてこんなこと

になったのか という率直な疑問の声が寄せられて

います。

このように甚大な被害が発生したにもかかわら

ず、水害による人的被害が皆無でありましたことは、

不幸中の幸いであったと考えておりますが、避難勧

告や避難指示の発令のタイミングと、その告知方法、

避難所の指定や開設方法などにおいて、 ％完璧

な対応ができたかと申しますと幾つかの反省点もあ

り、今回の災害を踏まえ、より安全に避難していた

だくための新たな基準づくりにつきましても、県や

全県下の市町村におきまして、現在検討を行ってい

るところでございます。

しかし私は、今回のこれらの災害から得た最も大

きな教訓は、これまでの台風や雨の常識、河川や水

害対策の基準の抜本的な見直しの必要性ではないか

と感じております。また、台風シーズンが続く時期

であったため、 月 日の日曜日に、短期的な水害

対策として、国土交通省、消防団、市職員など合計

人の協力を仰ぎ、今後、堤防越水が懸念される

箇所へ土嚢、 袋約 でありますが、これを 万
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袋積みました。さらに、今回越水をした岡富、

古川、小峰地区については、国土交通省のご協力を

いただき、大型土嚢、これは 袋が約 ですが、

約 袋を付近に備蓄し、いざというときに即座

に設置可能な体制も整えました。

このように、今すぐ出来ることにつきましては対

応しているところでございますが、他方で今回の規

模の豪雨が再び起きることを想定いたしますと、先

ほど教訓として申し上げました、根本的な河川や水

害対策の基準の見直しがなされるべきではないか

と、強く感じているわけでございます。

しかし、これには新たな基準を設定するための、

今回の降水の精査と、新しい基準を具体化する方法

の検討、そして治水事業の実施という過程が必要で

あり、時間と財源と地域住民を初め、多くの市民の

理解が必要となります。実際にとり得る手法として

は、堤防の嵩上げや引堤によって、河川断面を拡大

すること、浸水危険地区の宅地の嵩上げなどが考え

られますが、これらの実行には時間を要しますし、

また今回のような驚異的な想定外の雨量に対抗する

ためには、一定の限界もあるように思われます。こ

のため、用地買収なども伴わず、さほど時間を要す

ることなくとり得る対応策として、まず河川管理を

していただいております国、県ご当局に、河川に多

量に堆積した土砂、砂利等を取り除き、河道を拡幅

して、安全性を高めるため河床の掘削を行っていた

だきたいと考えております。この際、当市ではたく

さんの河川敷をお借りして、緑地公園や市民駐車場

を設けておりますが、河道拡幅の一環として河床掘

削が行われる際には、必要に応じてこのような高水

敷の返上もやむを得ないものと考えております。

いずれにいたしましても、財政改革の一環といた

しまして、公共投資の抑制が行われておりますが、

地球温暖化の傾向がますます顕著となってきており

ます近年の異常な気象を勘案いたしますと、治水対

策へのさらなる国の取り組みの強化を、強くお願い

したいと存じます。

最後になりますが、市町村長という職責は、それ

ぞれの地域の特性を生かしながらさまざまな施策を

通じて、住民福祉の向上を図っていかなければなり

ません。市民の安心・安全な生活を、まずしっかり

と確保し、もって豊かで活力のある市民生活を実現

していくべきことは、地方行政の果たすべき基本的

な役割であろうと思います。

このため、災害に強いまちづくりを市政の基本方

針に定め、今後とも災害復旧を鋭意迅速に進めてま

いりますとともに、市民の安心・安全な生活を築く

ための諸施策を展開してまいりたいと存じますが、

幸い、台風 号による五ヶ瀬川水系の河川の災害に

つきましては、先週末の 日に河川激甚災害対策特

別緊急事業の採択を受け、浸水被害の軽減を図る各

事業が短期間に実施されることになりました。本事

業の採択に向けまして、昼夜を分かたずご尽力を賜

りました関係各位に、この場をおかりいたしまして、

深く感謝を申し上げたいと存じます。また、延岡市

といたしましても、激特事業の実施に当たりまして

は、全面的な協力体制を整えたいと考えております。

しかし、延岡市民にとりましては、依然として水

害と背中合わせの生活を余儀なくされておりますこ

とに変わりはなく、今後とも国を初め関係ご当局に

対しまして、治水事業の一層の促進を図っていただ

きますようお願い申し上げまして、私の意見発表を

終わらせていただきます。
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大 会 決 議

全国治水期成同盟会
連合会副会長
香川県内海町長

坂 下 一 朗

ただいま御紹介いただきました香川県小豆郡内海

町長の坂下でございます。

決議案を朗読させていただきます。

決 議 （案）

記

一． 本年 月に決定された 基本方針 に明示さ

れたとおり、水害・土砂災害から国民の生命と財産

を守る治水対策は、国としての基本的責務である。

国民が等しく安全を享受するためには、予防的な対

策が基本であり、いまだ整備水準の低い河川、ダム

等の整備を促進すること。

一． 従前の計画や想定を超える大規模な降雨等が今後

も発生する可能性があることを踏まえ、これまでの

対策を総点検するとともに、ハザードマップの整備

や避難体制の構築のための情報提供の充実などのソ

フト施策を、ハード対策と並んで重要な柱として推

進すること。

一． 被災地における被害拡大の防止や早期の復旧・復

興を実施するための資機材の配備などの国による広

域支援体制を確立すること。

一． 激甚な水害・土砂災害が頻発しているにもかかわ

らず、治水事業費は縮減され、すでに景気対策のた

めの大幅な追加が行われていた以前の水準を割り込

んでいる状況である。安全・安心な社会の確立を目

指すため、平成 年度治水関係事業費の増額を行う

こと。

以上決議する。

平成 年 月 日

治水事業促進全国大会

今年も、昨年の梅雨前線豪雨や観測史上最多の台風の

上陸による災害に引き続き、全国各地で大きな被害が発

生した。首都圏では時間雨量 ミリを超える集中豪雨

によって 千戸を超える浸水家屋が発生した。また、台

風 号は、九州を中心に連続雨量 ミリを超える異常

ともいえる降雨をもたらし、これにより多数の死者・行

方不明者や浸水家屋が発生した。さらに、米国では巨大

ハリケーンによってニューオリンズのゼロメートル地帯

を中心に 万人以上が高潮により被災する大災害が発生

した。

水害・土砂災害から国民の生命と財産を守る治水事業

は、国民の安全・安心を確保する上でもっとも根幹的な

事業である。しかし、これまでの努力の積み重ねにもか

かわらず、我が国の治水安全度は未だ十分でなく、これ

まで毎年のように、全区各地において水害・土砂災害に

より幾多の貴重な生命と財産が失われている。さらに、

昨年や今年のように、気候変動の影響等から集中豪雨が

増加しており、今後もこの傾向が続くことが懸念されて

いる。

このようなことから、治水安全度を確実に向上させ、

災害を未然に防止することの重要性はますます高まって

いる。しかしながら、治水関係事業費は年々縮減されて

おり、その結果として、治水対策は相次いで起こる災害

への対応に追われ、計画的な実施がままならない状況に

ある。

ここに、我々は、かかる事態に憂慮し、治水事業促進

全国大会を開催し、その総意に基づき、国会並びに政府

に対し、次の事項が実現されるよう強く要望する。
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四国地方治水大会次第
（敬称略）

第 部 治水大会
開 会
主催者挨拶 徳島県知事 飯泉嘉門
全国治水期成同盟会連合会顧問 参議院議員 脇 雅史
座長推挙 徳島県河川協会会長 石井町長 坂東忠之
来賓祝辞 参議院議員 中村博彦

徳島県議会副議長 長尾哲見
国土交通省四国地方整備局長 北橋建治

来賓紹介・祝電披露
治水事業概要説明 国土交通省河川局治水課長 関 克己

国土交通省四国地方整備局河川部長 菊池良介
意見発表 徳島県元木沢村長 中東利延

香川県東かがわ市長 中條弘矩
大会決議 徳島県徳島市長 原 秀樹
次期開催県の決定・挨拶 香川県河川砂防課長 田村寛司
閉 会
第 部 記念講演

森林の水源涵養機能とその限界について
徳島大学工学部教授 端野道夫

平成 年度 四国地方治水大会

と き 平成 年 月 日（水）
ところ 徳島市徳島プリンスホテル

徳島県県土整備部提供
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只今、ご紹介を賜りました徳島県知事の飯泉嘉門

でございます。本日は第 回四国地方治水大会を開

催いたしましたところ、県内外から国会議員の皆様、

また県議会議員の皆様、そして国土交通省の皆様を

はじめ、治水事業に関係のある皆様方がこのように

大勢お集まりいただきまして、心から感謝を申し上

げたいと思います。

また、県外からお越しの皆様方におかれましては、

ようこそ徳島へお出でいただきました。心から歓迎

を申し上げたいと思います。そして皆様方におかれ

ましては、日頃からそれぞれの地域の治水事業の発

展のためにご尽力を頂いておりますこと、この場を

お借りしまして厚くお礼を申し上げたいと思いま

す。

さて、昨年を振り返っていただきたいと思います。

我が国に 個という史上初の、まさに未曾有の台風

の年でありました。そして、この四国地方におきま

しても、 つの台風の影響を受け つ上陸をする、

徳島では つ上陸をしたわけです。それぞれの 県

に大きな爪跡を残したわけです。

徳島県の場合には、まず台風 号が、実は昨年の

一連の全国における台風被害の皮切りでした。台風

号、それからその後に阿南沖で発生した台風 号

によりまして、那賀川が日本の記録史上最高の日雨

量を記録したところです。また台風 号により、今

度は吉野川が戦後観測史上最大の流量を記録したわ

けです。

そして、後はもう皆様もご存知のとおり、 県が

大きな被害を受けたわけです。国土交通省をはじめ、

国のご支援も頂きながら、今復旧作業につきまして

は、お陰様で順調に推進をしているところですが、

それぞれの県民に大きな爪跡を、またその被害の痛

手を与えたわけです。

そして今年ですが、今度は一転して雨が多いこと

から逆に、今度は異常渇水が生じたわけです。例え

ば四国の水甕である吉野川上流の早明浦ダムは建設

以来、平成 年の渇水で一度利水容量が となりま

したが、なんと今年は 度にわたって利水容量が

となったわけです。

また本県では那賀川、ここは確かに平成 年にも

厳しい渇水被害を受けたわけですが、これまでにな

い、しかも下流の工業団地におきましては約 億円

に上る損害を出す、まさに異常渇水ということで、

長安口ダムにおきましても長い間、実は利水容量が

となったところです。

このように、四国 県におきましては、昨年から

水にまつわる大きな被害を受けてきたわけです。そ

れだけに、この治水事業の推進につきまして、一日

も早くそれぞれの地域において、初期の目的を達成

することが、まさに急務と言って過言ではないかと

思います。

またもう つ、この水にまつわる点につきまして

は、南海地震への対応というものがあります。向こ

う 年で ％の確率で起こると言われたのが 年前

でした。昨年の 月には、なんとたった 年でこの

発生確率が ポイントも上がり、 ％の発生確率と

なったところです。しかも例えば徳島県におきまし

ては、県のシミュレーションでは最悪の事態の場合

には 名、うち 名は津波で命を失うという、

まさに厳しい数字が出たわけです。

しかし我々行政を預かる立場といたしましては、

県民の生命・財産を守ること、これが一番の務めで

す。この という数字は本来ゼロであるべきだ

ということで、 徳島ゼロ作戦 を国のご支援も頂

きながら、県内を挙げて今取り組んでいるところで

す。

こうした一連の水にまつわるその時に、この徳島

におきまして治水大会を開催していただく、誠に時

宜を得たものと心から歓迎を申し上げます。どうぞ

皆様におかれましては、今日の第 回の治水大会を

契機といたしまして、それぞれの県に於ける治水安

全度を更に上げていくこと、そして県民の皆さんの

生命・財産をしっかり守るということ、この大きな

目的に向かって、是非とも邁進していただきたいと

思います。

結びとなりますが、本日お越しの皆様のご活躍・

ご健勝を心からご祈念申し上げまして、まず主催者

主 催 者 挨 拶

徳島県知事

飯 泉 嘉 門

第 部 治水大会



の一人としてのご挨拶に代えさせていただきます。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。

浸水家屋 百戸を超える浸水被害が発生したの

であります。

そして今年も、 月の台風十四号により宮崎県を

はじめ九州地方を中心に、愛媛県や高知県の四国西

部でも大きな浸水被害が発生したところでありま

す。しかも昨近は気候変動の影響により、台風や集

中豪雨が増加しており、大きな災害が発生する傾向

にあります。 また、昨年 月には新潟県中越地震

が発生し、その後各地で地震が群発しており、東南

海・南海地震も予測されることから、地震対策も一

時も手を抜くことは許されません。

一方、渇水被害についても四国地方は深刻な事態

にあります。今年も梅雨期前半の小雨により、吉野

川・那賀川等の 河川で取水制限が行われ、早明浦

ダムでは利水容量ゼロの緊急事態が発生し、香川県

では市民生活に重大な影響を与えたほか、長安口ダ

ムから取水している製紙工場などでは取水が不可能

となり、大規模な被害が発生しました。このように

渇水は毎年全国のあちこちで発生しており、降水量

が少ない場合の渇水に対する備えは、引き続き必要

であります。

毎年このような治水利水に係わる悲惨な自然災害

は、全国のどこかで後を絶たずに発生してきました。

改めて申し上げるまでもなく、治水事業は国民の

生命・財産を守り、国民生活の安全・安心のための

根幹の事業であります。治水事業はナショナル・ミ

ニマムとして、もとより国が責任をもって取り組む

べき政策であり、全国的に必要な財源をしっかりと

プールして、機動的・集中的に治水事業を実施すべ

きであります。

当連合会といたしましては、昨年の全国的な激甚

災害の発生状況に鑑み、治水施設の整備が速やかに

かつ強力に推進されるよう、各般の要請活動を展開

してまいる所存であります。

これから地方が、魅力的な個性や独自性を活かし

て、安全で豊かな地方分権時代を築けるよう、ナシ

ョナル・ミニマムとしての治水施設整備に、力を合

わせて邁進していこうではありませんか。

ご参集の皆様方のなお一層のご支援をお願い申し

上げますとともに、皆様方のますますのご健勝とご

活躍を祈念申し上げ挨拶にかえさせていただきま

す。
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全国治水期成同盟会
連合会顧問
参議院議員

脇 雅 史

全国治水期成同盟会連合会顧問の参議院議員脇雅

史でございます。一言ご挨拶を申し上げます。

本日、ここ徳島市におきまして、四国地方治水大

会を開催いたしましたところ、公務まことにご多忙

の中、私の同僚でございます中村博彦先生をはじめ

多くの来賓のご臨席を賜り、また、平素治水関係事

業の推進にご尽力されておられる関係者の皆様に、

このように多数ご参集いただき、本大会が盛大に開

催できますことは、まことに喜ばしく感謝に堪えま

せん。皆様方の治水事業に対する深いご理解とご熱

意に対し、衷心より敬意を表する次第であります。

また、本大会を開催するに当たりまして、只今ご

挨拶をいただきました徳島県知事さんをはじめ、県

ご当局、徳島県河川協会の関係者の皆様に格段のご

高配を賜り、厚く御礼申し上げます。本当にありが

とうございました。

ご承知のように、当四国地方は急峻な四国山地に

よって南北に二分され、そのうえ台風の襲来の多い

地域であります。このため、太平洋側では台風や集

中豪雨による大きな水害がたびたび発生しており、

他方瀬戸内側は、年によって厳しい渇水が生じやす

い自然条件の下にあります。このため毎年のように

水害に見舞われてきました。

昨年は、わが国に上陸した台風が過去最多の 個

という異常な気象の年となり、梅雨期の集中豪雨と

相まって、全国各地に甚大な被害が発生しました。

四国に上陸した台風は六個を数え、台風 号及び

号では四国全域で甚大な水害・土砂災害が発生しま

した。徳島県においては、 月の台風 号により、

那賀川上流の那賀町では日雨量 ミリを記録し、

甚大な被害が発生したほか、 月の台風 号では、

吉野川流域で河川の氾濫や内水により、床上・床下
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昨今の温暖化から来る異常気象、サイクロン、ハ

リケーンを見ましても、本当に住民生活を無謀にも

打ち破っております。また台風 つを取ってみても、

本当に暴徒化を致しております。改めて治水の重要

さを考えざるを得ない時になっているわけです。

四国は本当に中小河川が多うございます。この治

水対策こそ、四国の住民の命を守る重要な対策であ

ると、このように考えております。

今私は、参議院の国会対策で脇顧問にご指導を頂

いております。脇顧問に国会対策をご指導していた

だいていると同時に、治水対策も脇顧問と微力なが

ら全力投球をして参りたいと思うわけです。今日の

素晴らしい大会を機に、より関係者が充実した行動、

充実した計画になっていくよう、お願いを申し上げ

てご挨拶といたします。おめでとうございました。

記念すべき第 回大会が四国の代表的な河川であ

る吉野川・那賀川などが流れるこの徳島の地で開催

されてから 年、再び多くの治水事業関係者の方々

が、活力ある経済社会の安定と安全で快適な生活環

境を目指し、治水事業のなお一層の推進のため、こ

うして一堂に会されたことは、誠に意義深く心強く

思う次第でございます。ご出席いただきました皆様

方には、心から感謝を申し上げます。

さて、残念ながら四国地方の治水施設の整備状況

は、まだまだ十分とは言い難い状況にあります。

個もの台風が上陸し、四国全域に甚大な被害を生じ

させた昨年に続き、今年も台風 号が四国西部を中

心に大きな浸水被害を生じさせるなど、毎年のよう

にどこかで水害・土砂災害が発生しております。

その一方で、渇水による深刻な被害や問題も生じ

ており、徳島県におきましても毎年のように取水制

限が実施されるという現状もございます。特に今年

の異常渇水においては、早明浦ダムの利水容量が底

を着く状況となり、そのことが皮肉にも大きな洪水

調整効果をもたらすという結果にもなりました。

また、四国地方は森林が面積の ％を占め、四国

三郎吉野川や清流で有名な四万十川の流れる緑豊か

で自然の素晴らしい所です。この自然を子々孫々ま

で残し、伝えていくことも大切です。我々はこうし

た自然との調和のとれた水辺空間の環境整備につい

ても、積極的に推進していかねばなりません。

このことは、ストレス社会と呼ばれる現代社会に

おいて、人々の日常生活に潤いを与え、その生活環

境の形成に深く関わっていることから、速やかな実

施が必要と考える次第です。本日御出席の皆様方に

おかれまして、安全・快適で潤いと安らぎのある豊

かな生活環境を築くため、治水事業の推進により一

層のご尽力をお願い申し上げる次第です。

終わりになりましたが、本大会を契機として四国

地方の治水事業が大きく促進されますよう念願いた

しますと共に、本日ご出席の皆様方のご健勝・ご活

躍を祈念いたしまして、私の祝辞とさせていただき

ます。

平成 年 月 日

徳島県議会議長 佐藤圭甫（代読）

本日は誠におめでとうございます。

衆議院議員

中 村 博 彦

来 賓 祝 辞

徳島県議会副議長

長 尾 哲 見

紹介いただきました県議会副議長の長尾哲見でご

ざいます。本日、佐藤議長が所用のために欠席をさ

せていただきますこと、あらかじめご理解を賜りた

いと思います。佐藤議長より祝辞を預かってまいり

ましたので、代読させていただきます。

本日ここに第 回四国地方治水大会が徳島県に於

いて開催されるに当たり、徳島県議会を代表いたし

まして一言ご挨拶を申し上げます。



皆さん、こんにちは。ご紹介をいただきました国

土交通省四国地方整備局長の北橋でございます。お

許しをいただきまして、一言ご挨拶を申し上げます。

本日は国会議員の先生方、並びに全国治水期成同

盟会連合会の皆様方、それから徳島県をはじめ四国

内の関係の皆様方のご臨席のもと、このように盛大

に第 回四国地方治水大会が開催されましたこと、

誠におめでとうございます。私ども治水事業に携わ

る者として、たいへん心強い限りです。有り難うご

ざいます。

ご案内のとおり、四国はたいへん厳しい気象条件

と急峻な地形のため、一人当たりの水害被害額が全

国平均の 倍という状況にあります。昨年は四国

各地で集中豪雨が発生し、死者・行方不明者 名、

浸水戸数 戸という甚大な被害を被りました。

また、本年も台風 号により、四国の各河川で溢水

氾濫、内水氾濫が発生し、四国全体で死者が 名、

浸水戸数 戸の被害となりました。

早明浦ダムにおきましては、異常渇水のため利水

容量が枯渇していたことにより、 億 万トン

の洪水貯留を行いました。もし異常渇水ではなく、

あるいはダムが無かったとすれば、昨年同様あるい

はそれ以上の大被害になっていた恐れもあるわけで

す。

国土交通省といたしましては、水害の発生を未然

に防止し、国土の保全と国民生活の安定を図るため、

肱川の山鳥坂ダム、仁淀川の宇治川放水路、吉野川

の角の瀬排水機場の建設をはじめ、四国内の治水施

設の整備に努めているところです。また、昨年の大

災害を受けまして、再度災害を防止するために、激

甚災害対策特別緊急事業を春日川の他、砂防 地区、

地滑り 地区で実施しているところです。

しかしながら、本年度の四国地方整備局の治水関

係予算は、直轄と補助を合わせて 億円というこ

とです。昨年度と比べても、 ％という状況にな

っています。昨年・今年の四国各地で発生した被害

を見る時に、早急に治水安全度の向上を図らなけれ

ばならないという、国の果たすべき責務の重要性を

改めて痛感しているところです。

本日は、皆様方の貴重なご意見、有意義なご提言

を頂き、効率的な投資や地域に密着した治水事業の

推進に努めてまいる所存です。どうか今後とも尚一

層のご指導とご支援を賜りますように、よろしくお

願いを申し上げます。

最後になりましたが、四国地方治水大会の更なる

ご発展と、本日ご列席の皆様方のご健勝でのご活躍

を心からご祈念申し上げまして、祝辞とさせていた

だきます。本日はどうもおめでとうございました。
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国土交通省
四国地方整備局長

北 橋 建 治

祝電ありがとうございました
─順不同・敬称略─

衆議院議員

仙 谷 由 人 山 口 俊 一

後藤田 正 純 七 条 明

岡 本 芳 郎 平 井 卓 也

木 村 義 雄 大 野 功 統

小 川 淳 也 塩 崎 恭 久

小 野 晋 也 山 本 公 一

福 井 照 山 本 有 二

石 田 祝 稔

─順不同・敬称略─

衆議院議員

中 村 博 彦

衆議院議員（代理）

仙 谷 由 人 山 口 俊 一

後藤田 正 純 七 条 明

岡 本 芳 郎 平 井 卓 也

木 村 義 雄 大 野 功 統

塩 崎 恭 久

参議院議員（代理）

北 岡 秀 二 小 池 正 勝

山 内 俊 夫 関 谷 勝 嗣

山 本 順 三

国会議員紹介
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参議院議員

北 岡 秀 二 小 池 正 勝

中 村 博 彦 真 鍋 賢 二

山 内 俊 夫 関 谷 勝 嗣

山 本 順 三 田 村 公 平

広 田 一

徳島県議会議長 佐 藤 圭 甫

九州、四国はたいへんな雨が降りました。

ここで申し上げたいのは、地球温暖化、あるいは

アメリカの話も後ほどさせていただきますが、海水

の温度が高いと、どんどん雨が供給され続ける。通

常は台風ですと、しばらくすると勢力が弱まる、雨

も 日経てば止む。しかし 日も続く、 日も続く、

こういう状況が気象条件としては、今後は当然頭に

置いておかなければならない。残念ですがそういう

状況が つあります。

もう 点ですが、右側の方に書いてあります。昨

年の水害で、実に亡くなった方が 人おられます。

戦後すぐの災害では、伊勢湾台風とかでは 千人、

千人という方が亡くなりましたが、治水対策が全

国でずいぶん進んできたということから、最近土砂

害は別として水害で亡くなる方は、ものすごく減っ

ていました。

しかしここ数年、東海豪雨で少し顕著に出ていた

わけですが、非常に人が亡くなるようになってきま

した。これは社会的に少子高齢化とか社会条件が変

わったこと、自然条件も変わっているということで、

水害の質が変わってきている。ここにも目を向けて

おかなければならないのではないかと思います。今

年も既に 人の方がお亡くなりに、あるいは行方不

明になっておられます。

皆様方も去年・今年と見たくもないという様なイ

メージ、気持ちでおられると思います。今日も後ろ

の方には事務局で四国の水害の状況をパネルにして

飾っておられます。

これは九州の大淀川の例です。このすぐ側が宮崎

市役所で、本当にギリギリまで水が来ていまして、

全力を挙げた取り組みでの土嚢積み、自衛隊・警

察・消防・水防団、あるいは地元の建設会社の皆さ

んで何とか防げた。潮位が下がったが故に防げたと

いうことで、運が良かったから助かった。少し潮位

が高い時間と重なっていたら、それこそ日本のニ

ューオリンズと呼ばれたような状況になっていたか

もしれないという危機的な状況でした。

それから最近もう つ、家の 階近くまで水が上

がってしまうという例も非常に多い。やはり災害の

規模と言いますか、外力が大きくなっているという

ことで、質そのものが単に浸水位が高いということ

だけではなくて、質も変わっているということだろ

うと思います。

これは五ヶ瀬川です。堤防を乗り越えて町の中に

激流がどんどん入っている様子です。

治水事業の概要説明

国土交通省河川局

治水課長 関 克 己

治水事業を巡る最近の状況

ただいまご紹介いただきました国土交通省河川局

治水課長の関でございます。日頃、私ども国土交通

行政、河川行政、皆様方に非常にお世話になり、ま

たご支援を頂いておりますこと、この場をお借りし

て、まずお礼を申し上げたいと思います。

せっかくの機会ですので、少し最近の状況をご説

明させていただきたいと思います。先ほどからのお

話に出ておりますが、昨年、平成 年は大変な自然

災害の年でございました。また今年も引き続いてお

ります。これは台風 号の状況をまとめたものです。

左側の方に黄色い枠に書いてありますが、 つの

特徴がありました。ゆっくりと動く、それから つ

目が海水の温度が高い、 つ目が九州、四国の山地

に直接雨雲が当たり、長い時間雨が降った。結果と

して、宮崎では ミリ、 年間の半分が 日

日で降ってしまったということになります。この



これは東京のど真ん中です。中野区・杉並区、新

宿がこの辺りですから、都心と言うとあれですが、

本当に人口密集地、東京のど真ん中です。ここには

立派な堤防がありましたが、一気に洪水で流されま

した。それから、やはり都市的な土地利用ですから、

マンションの地下は水浸しで、こういう被害が多発

しまして、川沿いは軒並みです。ついに 千戸の浸

水被害が出ました。

ただ救われたのは、あるいはまだ足らなかったと

も両方言えるわけですが、環状 号線という非常に

高規格な道路が通っておりまして、この下に地下調

節池を東京都が造っておりまして、ほぼ完成間際で

ありました。 期工事が終わって、 期工事も完成

間際でしたが、ここに洪水を入れることによって、

被害を非常に減らすことが出来ました。しかし、時

間雨量が ミリという雨でしたので、それでは足

らず、また被害が発生してしまったということです。

この再度災防止をどういうふうに進めていくのかと

いうことが、大きな課題となっています。

一方で、これは宮崎県の山間部の状況です。非常

に雨が降ったために、あちこちで大規模な山の崩壊、

地滑り、あるいは人家そのものもやられて、何人も

の方が亡くなっておられます。ここで つ申し上げ

たいのは、後ほど先生の方からご講演があるわけで

すが、やはり私どもも森林は大事ですし、山は大事

だということで、治水事業・砂防事業を通じて、山

を守るということも併せて目的として、目的と言う

と怒られるところもありますが、役立つということ

で進めてきたわけです。一方で、山さえあればダム

は要らない、緑さえあれば河川改修はもういいんじ

ゃないか。そういう声があることも事実ですが、や

はり雨が一定程度を超えてしまいますと、このよう

な状況になります。それは人口林であろうと天然林

であろうと、やはり同じです。こういった規模の大

きな、大規模に降った雨というものに対する防災対

策というものは、やはり人間の力をもって進めて行

く。山の保全と併せて進めて行くことが不可欠だと

いうことを物語っているのではないかと思います。

テレビでもよく紹介されましたが、ハリケーン・

カトリーナです。メキシコ湾からニューオリンズに

上がって北上しました。これはミシシッピー川です。

ちょうどミシシッピー川は北の方の五大湖から流れ

て海に注ぐ、その海に近い所にニューオリンズが位

置するわけですが、海の方から見たミシシッピー川、

それからポンチャートレーン湖という海と繋がって

いる湖があります。ニューオリンズはこの黒い線が

海抜 ですから、海の下にある街とも言えると思

います。この高さが約 、それからこちらの方

が 位の堤防ですが、高潮でここが崩れまして、

街そのものが水没したということになります。その

時に今回のカトリーナは、アメリカはハリケーンを

段階に分けていまして、カテゴリー という一番

強いハリケーンがアメリカ・ニューオリンズを襲っ

たことになります。この地域の堤防をアメリカの陸

軍工兵隊が、アメリカの場合は私ども河川局に代わ

るものが陸軍工兵隊です。私がもしアメリカに居れ

ば陸軍に入って、陸軍の中でやっているという、そ

ういう役割を持っているところです。その陸軍工兵

隊の計画では、カテゴリー まで必要なんだけれど

も、当面今は で整備しているという段階にあった

ということです。これは後ほどもう少し詳しく触れ

たいと思います。

いくつか惨憺たるというか、想像を絶する被害を

見ていただきたいと思います。ここにある小さいマ

ッチ箱かブロックの様に見えますが、これは日本の

道路は通れない規模のコンテナです。こういうコン

テナがまるで木の葉の様に街の中に散らばっている

という水害の状況です。これは真上から見た状況で

すが、規模の大きな水害に遭った時の街の中の状況

です。

日本に少し置き換えてみようと思います。日本で

昨年高松でも高潮の被害がありました。決して他人

事ではないということです。日本の三大湾、特に大

都市における 地帯を、もう一度おさらいをして

みました。東京・名古屋・大阪ですが、この赤色の

所が 以下です。朔望平均満潮位以下がオレ

ンジ色、計画高潮位以下がブルーです。

ここにお住まいの方の面積・人口を書いてありま

すが、東京では 万人、名古屋で 万人、大阪で

万人、結局これだけの方々が、もしアメリカと同じ

ような状況があれば、住んでいる、あるいは生産活

動をしている、あるいは本社機能・金融機能、全て

海の下に沈んでしまうという極めてリスクの高い地

域を、日本もやはり同じように持っているというこ

とです。

日本の場合は伊勢湾台風が特に顕著な被害を出し

たわけですが、それ以外でもいくつかの台風が高潮

による被害をもたらしています。それから今年の宮

崎、あるいは四国を襲った台風 号と同じような規

模の雨が、今後日本を襲った場合、どのようなこと
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が課題となるのか、もう 回そういうことをレビ

ューして、必要なことは徹底的にやっていかなけれ

ばいけない。今まで当たり前と思っていたことをも

う 回確認しよう、そして新たな対策も考える必要

があるのではないかということで、現在勉強会を学

識経験者の方々と一緒になって進めております。

話は少し展開しますが、これは来年度予算に向け

ての基本方針 骨太 です。政府の方針として

も、 国民の安全・安心を確保することは、基本的

な責務である ということと、それから 治山治水

対策をはじめとした防災対策投資等を推進する と

明確に位置づけ、そして 防災・減災等による安全

社会の確立 ということを大きく掲げ、目指すこと

にしております。

その中で 年度、私ども河川の概算要求の基本的

方針として、やはり生命や財産に深刻なダメージを

与える所は、とにかく緊急に解消していこうという

ことを一番目に掲げまして、そのためにいろんな方

法を取っていこうと思っています。それから 広域

的な危機管理体制の確立 です。これは四国でも浸

水した場合、国土交通省のポンプ車を派遣させてい

ただいて、配水被害の時間を短くする、あるいは被

害を小さくしようとしています。

こういう広域的な災害対策をもっと強化できるよ

うにと、ポンプ車等災害対策の充実を つの柱とし

ています。治水事業はもういいのではないか、床下

浸水であれば、みんなで我慢をすれば良いのではな

いか、そんなことを仰有る評論家というか、いろん

な方もおられますが、まだまだ災害が多いことと、

やればやっただけの効果があるということ、今後ど

うしていくのか、少し触れてみたいと思います。

まず治水事業の効果です。昨年、新潟で水害があ

り、地震があり、豪雪がありという つの自然災害

が新潟を襲ったわけです。ちょうどこの辺りが三条

市、そしてこちらの方が五泉市、地震に遭った地域

は北東の方角で阿賀野川流域です。こちらが信濃川

流域になります。

実は平成 年に降った雨、 年に降った雨のこと

ですが、平成 年にこの北側の方がやはり水害を受

けました。その時の雨が ミリですが、今回は同

じ地域で ミリ降りました。しかし、当時 戸を

超える被害を受けたものが、今回は でした。何故

かというと、河川改修をしていたからです。同じ地

域でも、隣接する地域でも、やはりやった所とやら

ない所では、これほど顕著な例が出るということで

す。

それからもう つ、これも同じく昨年、新潟に続

き大水害を受けた福井市です。浅水（あそうず）川

と読みますが、ここも同じように見ていただきたい

と思います。平成 年と 年ですが、雨は増えた、

しかし被害は減ったどころではなくて になってい

ます。やはり河川改修の効果というものの顕著な例

です。私どもは被害が出た・出たと言うだけで、効

果の例はあまり言わないわけですが、ある意味では

当たり前ではありますが、こういったものが去年の

大水害が起きた地域の中で同居しているということ

も現実です。

一方、災害対策には事後対策・手遅れ対策と予防

対策・計画的対策という つに分けて考えることが

出来ると思います。東海豪雨の例をとって つご紹

介したいと思います。東海豪雨の時には、 億

円の被害が出ました。東海豪雨対策、激特をやりま

して今年竣工式を行いました。掛けたお金が 億

円、多いと言うのか少ないと言うのか、この 億

円を掛けておけばこの差分は、差分というのは実は

完璧に浸水対策を にするまでは出来ませんので、

また同じ雨が降れば 億円の被害が出ますが、

しかし 億円で 億円の被害を防ぐことが出来

たということになります。これが九州・福岡の例で

申しますと、同じ考え方です。 億円を投資して

おけば、 億円の被害を減らすことが出来た。

だいたい一桁多いと思って見ていただければ良いと

思います。

一方、これはアメリカのニューオリンズの例です。

被害が 千億ドルですが、これを日本円に換算する

と 兆円です。当時アメリカ政府がニューオリンズ

にどれ位投資していたかというと、 億ドルで日

本円にすると 億円という規模の投資をしていた。

今回カテゴリー 対応の費用として、先ほどカテゴ

リー と の説明をしましたが、 億ドル掛けるそ

うです。 億円、別の言い方をすると 億円

を掛けておけば 兆円との差分が助かったというこ

とになります。

やはり防災対策というのは、前倒しで計画的にや

っていくことの意味が、このへんで言えるのではな

いかと思います。ところが残念ながら次を見てくだ

さい。国も県も各市も、みなさん非常に財政赤字で

ご苦労されていますが、これは水害特別会計、治水

特会というのがありますがこれは水害特別会計でご

ざいまして、累積赤字がどんどん貯まっているとい



う絵です。

平成 年から 年の間、 年間で 万戸の家が浸

水被害を受けました。しかも床上です。それを 年

年、皆様方も非常にご努力いただいて、 万戸

減らしました。何とか累積債務が 万戸までになっ

たわけですが、平成 年 年にまた 万戸増えて

しまいました。現在実に 万戸の床上浸水がまだ終

わらないまま、対策が取れないまま国内で累積債務

が貯まっているという状況で、非常に申し訳ないと

思っております。

そういう中で、来年度に向けての予算です。公共

事業関係、これは河川も道路もですが、対前年 ％

ということです。概算要求では ％増やして重点要

望するということになっていますが、年末にはの元

に戻って とか、その前後ということになるので

はないかという、嫌な予感がしているわけです。こ

れが残念ながら今の状況です。

やはり、先ほどの累積債務ではありませんが、最

近市町村長さんからお叱りを受けます。危ない所が

あるのに、なぜ治して貰えないのか、被害が出るま

で待てと言うのか！と厳しくも言われますが、私ど

もも予算が非常に厳しい中ですが一生懸命知恵を出

して、守らなければいけない所はしっかり守るとい

うふうに進めて行きたいと思います。引き続きご意

見、ご指導いただければと思います。

最後になりますが、かわまちづくりの推進 です。

これは、今日お越しの国会の先生方、都市河川に関

わります国会の先生方の皆様方にご指導いただきま

して、かわまちづくりをもっと推進すべきである、

具体的にもっと進めようということをご提言いただ

きまして、それに基づいて進めようと考えておりま

す。

番目は 川の森 づくりです。なかなか河川に

は木が植えづらい、植えられないということがあり

ます。もっと日陰が欲しい、街の景観上もっと木が

あった方が良いということから、堤防の無い川には

もっと積極的に木を植えていこう、植えられる所に

はどんどん植えていこうと明確にして進めていこう

ということです。全国でだいたい 位の要望を頂

いておりますが、こういった所を中心に、この四国

地域においても積極的に木を植える、そして街並み

景観を改善する、あるいは川自身をより良い川にし

ていこうと考えております。

ただ残念ながら、堤防のある川においては、これ

は昨年の福井豪雨で福井市内の足羽川で堤防が切れ

ましたが、やはり風で桜が倒れまして、大きな穴が

あくということがありました。そういう意味では、

まず堤防の無い川で積極的に進めていこう、川に水

を戻していこう、あるいはもっと多くの人が川を散

策できるようにしていこうということです。

こういったことで、もっと前向きというか街・地

域と密着した川づくりというものも、どんどん進め

ていきたいと考えております。最近の状況につきま

して、簡単ですがご説明いたしました。今後ともま

た、皆様方からもいろいろご意見を頂き、またご指

導を頂きながら、取り組んでまいりたいと思います。
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国土交通省四国地方整備局

河川部長 菊 池 良 介

平成 年台風 号による四国の
河川の出水および被災状況

皆様こんにちは。四国地方整備局河川部長の菊池

でございます。まず明るい話題から行きたいと思い

ます。今朝ほど那賀川の河口でアザラシを発見しま

した。まだ子供のようで、アザラシの種類というか

正確な名前はまだ分かっていませんが、この那賀川

にもこういうのが来たという、一つの話題づくりに

なってくれるのではないかと期待しております。

それでは四国の話をします。四国は非常に断層の

大きなものが 本走っています。ご存知のとおり、

温暖化で非常に雨の降る量は急激なものが多くなっ

ています。これは過去、同じポイントを取り出して

比較したものですが、四国では本当に如実に、この

年間に過去の 倍位の平均雨量、つまりこの青い

ところは ミリ、それから赤は ミリを超える雨
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量ですが、 ミリまでのものも増えていますが、赤

のところがかなり増えているというのが四国の現状

です。

その中で四国の堤防の整備率で治水の安全度を見

てみますと、九州とかは非常に高い数字を示してい

ますが、四国は平均よりずっと下回っております。

これは非常に残念なことは、四国も九州も非常に雨

の多い所です。多い所でまだこういう整備率が ％

ちょっとというのは、まだ私どもも努力をしなけれ

ばいけないとつくづく思っております。

また、それぞれ四国管内の河川を比べてみますと、

吉野川は ％と書いてありますが、上流の方は残念

ながら 年に 回、 分の の確率です。それから

肱川、仁淀川は 年に 回とか 年に 回の洪水に

までしか耐えられない。しかも外水で、まだ内水に

ついてはあまり行われていないというのが現状で

す。

これは去年の台風です。この上の絵は四国の通常

の雨の状況です。年間雨量で南の方はだいたい

ミリ位、北の香川とか愛媛の瀬戸内海側は ミ

リ位です。日本で一番雨の降らない所と、一番雨の

降る地域が同居しているということです。昨年の雨

は更にそれに輪を掛けて、一番大きい所は ミ

リを超えています。つまり ミリのまだ更に倍

ぐらい降った、平均でも 倍ぐらいです。

そういうことで肱川の久米川とか東大洲の状況で

すが、平成 年には、まだ堤防を完成断面で造って

も下流が溢れてしまうので、切欠きがあります。

年に 回の洪水以上のものが来たら、そこから水が

入るような構造になっていて、これは非常に申し訳

ないんですが、上下流のバランスを考えながら、全

体が出来上がる時に最後に閉めるということを考え

ておりますが、残念ながら昨年今年と続いて、これ

が水に浸かってしまいました。

年の災害ですが、浸水家屋数でいくと高潮があ

りましたが香川が約 万戸です。他も 、 万、

、それから被害額については全体で 億円

出ています。全国の浸水戸数のうち ％が四国でし

た。それから被害額については ％で、だいたい四

国の面積が ％ですので、面積の割に非常に大きな

被害が生じているということです。

それから今年の 年の台風です。今回雨が降った

地域では、大きく言えば つ山がありますが、こち

らの山によって四万十川・肱川は今年洪水になりま

した。本当はもう つ、この吉野川の上流にも

ミリを超える雨が降りましたから、今年もこの徳島

は大洪水になっているところでした。去年・今年と

続いて肱川は起きましたし、それから渡川・四万十

川の方においても、支川については計画高水位に迫

るような洪水が来ました。先ほど言いました吉野川

についても、一部が浸かっています。ご存知のとお

り大渇水で利水容量を全部使ってしまっており、発

電容量で水を凌いでいる時に台風が来ました。私ど

もはやはり普通の台風だと ミリ位しか降りませ

んから、満水になるには 回要ると思っていました。

ところが ミリ位の雨が降りましたので、一発で

満水状態まで行き着きました。

これは渇水の状況を示すものですが、平成 年で

日だけパンクしています。しかし今回は、前回よ

りも 週間位早いペースで来て、 回雨が降っ

て持ち返しましたがまたパンクして、次の日に雨が

降って、 月 日からまた完全に利水容量が無くな

るという状況になりました。これは非常にラッキー

でした。何故かというと、 月 日になると殆ど灌

漑用水が要らなくなってきます。ですから、パンク

はしたけれども被害は最小限に落ち着いたというの

が今回の吉野川の状況です。ちなみに節水でいろん

な努力をしましたが、もし渇水調整つまり取水制限

をしなかったらどうなっていたかと言うと、 月

日にパンクしました。 月 日というのは、まだ田

圃に水がたくさん要る時期ですので、その時には約

ヶ月間は非常に大変な状況が生じるのではないか

と、ヒヤヒヤものでしたが、なんとかギリギリの瀬

戸際で乗り切れたと思っています。

次に大洪水が来たわけですが、その時に普通です

と洪水調節容量は 千万トンしか持っていません。

利水容量が 億 千万トン、それから発電容量の一

部、これを全部洪水用に使えました。 億 万

トンという洪水を全部貯め込むことが出来ました。

もし、早明浦ダムが無かったらどうなったか、浸水

面積・浸水家屋が今回は 戸ですが、 戸が浸

かっていたということです。

これは四万十川です。四万十川・中筋川と、それ

から特にひどかったのは本川上流が電信柱の電線に

ゴミが引っ掛かるような所まで水が来て、非常に大

きな災害を受けています。それから、四万十川の上

流の方ですが昭和 年以来の洪水ですから、だいた

い同じ地点を比較してみました。 年ほどではあり

ませんが、だいたい浸水の度合いが分かるのではな

いかと思います。



それから、肱川では昨年に続いての洪水でした。

この赤は外水、先ほど言いました切欠きがあります

ので、そこから溢れた水です。ブルー系のものは内

水で市の中心街です。上流の菅田辺りは、まだこれ

だけ浸かっています。

それから、それぞれのダムですが、かなりダムが

活躍してくれました。先ほど言いました吉野川の早

明浦ダム、仁淀川の大渡ダム、それから肱川の野村

ダムと鹿野川ダム、渡川の中筋川ダムで、それぞれ

水位を下げる努力をして参りました。

このようにいろんな努力をしておりますが、ご存

知のとおり平成 年度の私どもの予算を言います

と、全体で 億円、全体の治水事業費のだいたい

％位です。これを何とか、せめて面積比較の ％

位に上がらないものかと一生懸命努力をしていると

ころです。

これは災害復旧費の話です。昨年の 年度は四国

全体で補助・直轄を合わせて 億円、それから今

年の 年度はまだ申請額ですが、 億円の申請を

しております。当面はまず困っている所を片付けよ

うと頑張っております。皆様のご支援・ご協力をお

願い申し上げまして、私の説明に代えさせていただ

きます。

先程来、国土交通省の方から 年・ 年の水害状

況、最近の豪雨の傾向等について、かなりいろんな

特徴的なことが詳しく述べられました。昨年の那賀

郡那賀町の木沢村の部分について申し上げますと、

隣の上那賀町と木沢村に大変な集中豪雨があって、

それに起因しての災害が発生したわけです。台風

号は 月 日に襲来して、台風そのものは高知県の

西部に上陸して、 日の夜 時過ぎには瀬戸内を通

過して広島の方に抜けています。そして 日の午後

時には熱帯低気圧に変わったという台風です。し

かし問題は、その翌日の 月 日の豪雨です。これ

が朝から非常に間断なく雨が降りまして、特に午前

時 時頃には木沢村の沢谷という所で、 ミリ

の雨が降っています。また同日の午後 時 時の

間、これは平均時間雨量が ミリ、最高が ミリと

いうことですので、本当に雨というよりも滝に打た

れるという感じの豪雨でした。

この雨のために、大きな土砂崩壊災害が発生した

んですが、ただ雨は 日の明るいうちに降って、崩

壊そのものは夜発生しています。豪雨と川の谷間を

流れる非常な騒音に掻き消されて、山崩れがいつ何

処で起こったかということは、未だに時間的には把

握できておりません。それほど非常に降る雨と川の

流れの騒音がすごかったんです。今になって、おそ

らく崩壊の時刻が 日の午後 時半頃から翌日未明

にかけてであろうと思われますが、大きな所で ヶ

所ほどの崩壊がありました。

これは山腹崩壊であり、大きい所では 人の尊い

人命まで失った大用知地区、ここは つの崩壊で

万立方の土石流が流れたということであります。と

てつもない量であり、我々には想像もつかないんで

すが、大用知地区にあった の農道、それから

その周辺に点在している農地、田圃、畑もことごと

く全部流されてしまって、跡形もなく見るかげもな

い状況になってしまいました。加州とか阿津江とか

小畠、そういう大きな山の頂上から谷底までの崩壊

箇所が数ヶ所ありましたし、小さいものは数え切れ

ないほどありました。だいたい崩壊の斜面距離で、

から長い所で 位の距離、急傾斜で 字の渓谷

ですから、これがどんどん上流から一気に来たので

あろうと思います。ただ夜のことですから、どうい

うメカニズムで、どういう形でそれが崩落して来た

かというのは、誰も見ていません。

明くる日の 日未明、 時 分に第一報が入りま

した。夜が明けて前を見れば、濁流と地獄のような
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徳島県元木沢村長

中 東 利 延

意 見 発 表

只今、ご紹介にあずかりました元木沢村長の中東

でございます。徳島県の那賀郡那賀町から参ってお

ります。

那賀町と申しますのは、今年の春 月 日に那賀

川の上流の ヶ町村が合併して那賀町が誕生してい

ます。それまで、そのうちの木沢村で私は村長をし

ておりまして、昨年の 号台風を経験していますの

で、私の方から台風を体験してのご報告・提言、あ

るいは意見を申し上げたいと思います。
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土石が家の前に一杯になっている、それで慌てて、

これは大変だ！というので、役場へ第一報を入れた

ということです。実はその前日の午後 時半頃から

電話も電気も通信も全て切れてしまいましたから、

防災無線でやっと携帯で、役場へこういう状況にな

っているという報告をしたそうです。

役場から返事があって、おそらく木沢村は全部川

渕は流れて無いだろう、役場も当然無いだろうとい

う思いで電話をしたところが、役場から返事をくれ

て、よかった！役場はあったというのが第一の印象

だったというふうに、私は後から聞かされています。

事ほど左様に つの例として、そういう災害が木沢

村に去年の 月 日に起きたわけです。

もちろん、木沢村には 本の幹線道路しかありま

せん。その国道と県道にはそれぞれに橋が架かって

います。山がどんどんと崩壊してきますと上流から

土石が流れて来て、その橋は、橋ごとにみんな流失

し、あるいは破損し、役場から上流 キロは入る

ことも、どうすることも出来ない、情報も入らない、

現場へ救助にも行けない、応急対策の重機も持って

入れない。そんな状況で、いわゆる孤立状態の八方

塞がりの状態になってしまったんです。そんな中で、

今まで ・ 分で行けた隣の集落へ 時間も山越え

して回って、やっと行ける様にしたりしながら、苦

心惨憺、応急復旧をしていったんです。しかし電話

もない、携帯無線も電話線が切れると中継局が駄目

になるそうで、、それも駄目。ヘリコプターも気象

条件が悪いために飛べない。本当に八方塞がりの状

況の中で、役場の災害対策本部に私は詰めたまま、

ずっと 月までただ座りっ放しの状況で、作業服を

着たままで頑張りました。行政改革のために助役も

収入役も全部置かないでいましたから、従たる責任

者が居なかったために、私一人で頑張ったという状

況も背景にはありました。

そんな中で、非常な経験をしたわけです。私自身

この災害というのは、実は後になって考えてみます

と、昼間にあれだけの大きな山崩れがあれば、おそ

らく 人や 人の死者は出ただろうと思います。で

すから、この災害が夜間で良かったなあという気も

しております。その様な悲惨な状況でした。

私がこの災害から受けた教訓ですが、自然災害と

いうのはとにかく常識では考えられない様なことが

必ず起こるということを、まず考えておかなければ

いけないということです。ですから、マニュアルを

いくら作っておいても、それがそこに適合できるか

というと、そうはいかない。だからそれを応用しな

がら、柔軟な対応ができるように日頃から訓練して

おくべきではないかと思います。

先程来のいろんな説明で、浸水家屋に非常に大き

な数が出ていますが、山村の場合は浸水ということ

はまず考えられません。ただ土石流によって家その

ものが流されることはありますが、床上とか床下浸

水ということは、まず山村の場合は少ないわけです。

中間地域は別として、我々純山村というのは、そう

いうことはまず無かろうと思います。

ですから、まずは集落と集落が離れているし、ま

た家と家が何百メートルも離れて点在しております

ので、それぞれの地域で自助・共助の体制、孤立し

てもその地域だけで何とか生き延びられる、そして

また逃げられるような、お互いの小さなグループ作

り、向こう三軒両隣のようなものを是非作っておい

て、これからの災害に備えなければいけないという

ことです。

この災害を踏まえて、私どもは本年 月に 地区、

村民 ％の組織力をもった自主防災会を設立して

おります。私も 月末で退職しましたので、後に申

し送りをしておりますが、是非ともそういうミニ組

織、向こう三軒両隣のような組織を作って、これか

らの災害に対応する、しかも公にあまり頼っては駄

目だということで、常日頃から自助・共助の備えで、

災害に対処してほしいと思っております。

それともう つ付け加えますと、山村の災害とい

うのは一様ではありません。南向き、東向き、渓流

がみんな違います。その家 つ つの対応もみんな

違います。ですから、一律の防災対策本部長からの

指示・勧告を出しにくい事情があります。だからそ

れはそれで、地域は地域に合った方法でやっていか

なければならないと思います。私は 年災害以来、

自分の命は自分で守れ、地域は自分達で守れでとい

う方向でずっと住民に話をし、そういう心構えでき

ましたから、今回の場合、全て途絶した状況の中で

も、それぞれ自主的な行動をしていただきました。

ですから、自主防災組織を作った時には、不思議

なもので自然とその地域・地域で会長とかリーダー

的な者が出来上がっていました。これは自然発生的

に出来たんだと思います。これから先もそういう組

織で更に訓練を重ねて、より災害の少ない生活が維

持できていくような地域社会を作っていただきたい

と思っております。

それから私自身渓流釣りが好きなものですから、



実は 年災害の時には、槍戸川という所にアメゴを

釣りに行っていました。あの 年災害以降、おびた

だしい砂防ダムを農林・土木、両方がやって川を傷

めてしまったんです。ですから、その時から私は砂

防ダムに反対をしておりました。助役になった時も、

かなり強力にそういう話もしてきました。しかし、

去年の災害を経験してみますと、やはり砂防ダムが

持つ一時的な土石流のクッション的な役割とか、ダ

ムの持つ洪水調節機能というものの役割は非常に大

きいということを見直しました。私は、その後は積

極的ではありませんが賛成派として、それを容認し

て今後は適切な砂防ダム、しかも多目的な砂防ダム

を是非造って欲しいという要望も逆にしてきた経緯

があります。

先程来のお話しのように、世界的に異常な災害が

頻発しております。温暖化の状況もあるのかも分か

りません。これからは、そういうことがどんどん有

り得るだろうと思います。それを想定しながら、我々

も対応していかなければいけないと思っておりま

す。

とりとめのない話で申し訳ありませんが、私の意

見発表とさせていただきます。

ると、一挙に川は増水し、数時間で海に達してしま

うという土地でもあります。したがって、昔から水

資源に乏しく、農業用水や上水源は数多くの溜め池

や井戸によって、工夫しながら何とか賄ってきたと

ころです。

ところで、東かがわ市のほぼ中央に、湊川という

川が流れております。この川は当市の最も奥深い東

女体山、標高 メートルですが、そこに源を発し、

流路延長 キロメートル、流域面積 平方キロ

メートルの県東部の主要な 級河川です。この湊川

は急流のため、古くより度々被害を生じており、こ

のため昭和 年に完成した五名ダムの建設をはじ

め、昭和 年より小規模河川改修事業が行われてき

ました。

しかしながら、この五名ダムは洪水調節容量が

万 千トン、相当雨量も ミリ程度と非常に小規模

であり、過去に何度か洪水・浸水被害を生じ、また

逆に渇水・水不足にも悩まされてきました。そのよ

うなことから、治水・利水の抜本的な対策として、

湊川総合開発・五名ダム再開発事業を国・県に要望

し、調査をお願いしてきたところです。合併して

年目の昨年は、先ほどのお話にもありましたように、

相次ぐ台風の襲来によって、その対策に翻弄された

年でした。

特に 月 日の台風 号では、猛烈な豪雨により

市内各所で土砂崩れ、河川の決壊、家屋の倒壊、浸

水等が発生し、甚大な被害を受けることになりまし

た。その被害は市内全域に及び、河川・道路・橋梁・

溜め池・農地・農業施設等、潜水 ヶ所、被害総

額は県・市を合わせて約 億円、住家の全壊・半壊

世帯、床上・床下浸水 世帯、人的被害では

死者 名、軽傷 名というものでした。

市内の中央部を流れる主要河川湊川の上流域、五

名地区・日下峠では 時間最大雨量 ミリ、累計

降雨量 ミリを 日に記録し、その地域に至る主

要道路である国道 号、県道 号津田川島線は各

所で土砂崩れ、崩落により寸断され、 日間に渡っ

て完全に孤立し、隣の徳島県旧市場町側から、やっ

とのことで連絡するという事態となりました。

その直下にある五名ダムは、その容量・能力をは

るかに上回る猛烈な降雨のため、洪水調節機能が働

かず、その下流域でも各所で決壊し、福江地区・白

鳥地区にも甚大な被害、深い傷跡を残すことになり

ました。この台風 号の特徴と被害状況から得られ

たことを、反省を含めて個人的見解として、いくつ
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香川県東かがわ市長

中 條 弘 矩

只今、ご紹介をいただきました東かがわ市長の中

條でございます。本日は第 回四国地方治水大会の

このような場で、意見発表の機会を頂きまして、た

いへん光栄に存じております。

さて、私どもの町東かがわ市は、その名のとおり

香川県の東の端に位置し、南に阿讃山脈、北に瀬戸

内海を望む自然豊かな地です。 年半ほど前、平成

年 月に旧引田町、白鳥町、大内町の 町合併で

誕生した面積約 平方キロメートル、人口約

人の街です。温暖小雨の瀬戸内海気候で、比較的住

みやすい所と言われてきましたが、大きな山や川、

平野はなく、台風などによる集中的な降雨が一度あ
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かまとめてみたいと思います。

つは、この台風の特徴として、当地域に最も影

響を及ぼす室戸岬から紀伊水道を通過する型で、極

めて勢力が強く強風・豪雨をもたらしたこと。 つ

には、時間雨量 ミリ以上、年間雨量の半分以上

を 日にもたらした集中豪雨は、さぬき市・東かが

わ市、両市の山間部、女体山の東・北に面する地域

であったことです。 つには、台風の速度が速く、

猛威を奮った集中豪雨が昼の明るい時だったことで

す。速度がもっと遅かったり、夜間に及べば物的・

人的被害は、いずれも数倍になったと予想されるこ

とです。この点につきましては、先ほどの木沢村長

さんと若干見解が異なっています。 つには、県・

市・町ともに危機管理能力が問われることとなり、

情報収集、状況判断、的確な対応という面で課題を

残すこととなったことです。 つには、被害状況を

見ると、河川改修事業が成されている部分の被害は

極めて軽微であり、甚大な被害が発生したのは殆ど

が未改修区間であったこと。 つには、昭和 年に

完成した現在の五名ダムでは、洪水調節能力そのも

のが根本的に不足しており、下流域住民の生命・財

産を守る上でも、早急な再開発事業の推進が必要で

あることが実証されたこと。以上のようなことが挙

げられるかと思います。

現在は、市内全域で災害復旧事業がハイピッチで

進められており、一日も早く台風災害の傷跡が癒え

るよう、全力を傾注したいと思っております。また、

年間に渡って要望を続けてきました五名ダム再開

発事業は、この被災体験も影響してか、今年平成

年度、全国で只 つの新規採択事業として、国の事

業認可を頂くことになりました。いよいよ悲願であ

った大事業が現実のものとして動き出すこととなり

ました。厳しい財政状況の中ですし、これからもま

だまだ困難な課題が数多くありますが、その実現に

向けて国・県の格段のご指導とご尽力を賜りますよ

う、お願いを申し上げる次第です。

さて現在は、国・地方自治体を問わず、たいへん

厳しい財政状況の中、広範な各分野で行財政改革が

推進されています。戦後 年を迎えますが、半世紀

余りの間、有効に機能し、かつ多大な成果を修めて

きたシステムや事業にも、確かに制度疲労が各所に

見られ、無駄も多く指摘されており、行財政改革そ

のものに異を唱えるものでは決してありません。む

しろ改革そのものは積極的に推進すべきだと考えま

すが、しかし経済性や効率性のみを判断基準とし、

経費節減と直接的成果の追求に傾斜しすぎるのも、

また若干の危惧を感じざるを得ません。昔から治

山・治水は国づくりの柱と言われてきましたが、地

球温暖化が叫ばれ、自然破壊、気候や災害の形態の

変化が心配されている時でもあります。

最近のアメリカ南部を襲った大型ハリケーンによ

る被災と、その後の経緯を見るにつけても、治水対

策・防災対策の長期的視野に立った地道で継続的な

取り組みがいかに大切かを痛感させられたところで

す。いかに豊かな経済社会も、またいかに多様で華

やかな文化も、そこに暮らす人々の生命と財産が守

られ、社会の安全と安定が図られてこそ、その意味

をもつものであろうと思います。

その時代・時代の必要に応じて、講じられる政策

的・奨励的事業とは違って、治水事業は自然の猛威

と向き合い、人々の生命・財産を守るという恒久

的・普遍的な使命を背負った事業であることを再確

認し、経済性や効率性に左右されることなく、百年・

二百年の将来を展望した、しっかりとした理念に基

づき、着実に事業を推進することが必要であると確

信いたします。

関係各位のご賛同とご尽力を頂きまして、幅広い

国民の世論として認識と支援の輪が広がるよう祈念

し、お願いをいたしまして私の意見発表とさせてい

ただきます。
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大 会 決 議

徳島県徳島市長

原 秀 樹
決議案を朗読させていただきますので、満場のご

賛同をお願いいたします。

決 議 （案）

また、四国地方には、緑や心癒される良好な水辺空間
が残されていることから、地域と一体となった四国なら
ではの豊かで潤いある水辺環境の保全と創出が望まれて
いる。
このような状況に鑑み、安全・安心で魅力ある四国を

創造していくためには、特に遅れている治水施設の整備
及び安定的な水供給確保のための水資源開発を強力に推
進する必要がある。
よって、我々は、四国地方治水大会を開催し、この総

意に基づき、国会並びに政府に対し、次の事項が実現さ
れるよう強く要望する。

記

人命・財産に甚大な影響を及ぼす災害が頻発してい
ることから、確実な防災・減災対策が緊急に図れる
よう、ハード及びソフトの両面にわたる治水事業を
強力に推進すること。
水害及び渇水被害の防止・軽減のため、平成 年度
治水関係事業費について、増額を図ること。
安定的な水の供給を図るため、水資源開発を推進す
ること。
東南海・南海地震対策として、河川堤防等の耐震対
策及び津波対策を推進すること。
災害発生時に迅速な情報収集を図り、的確な災害対
応を実施するため、防災ヘリコプターを配置すると
ともに、頻発する浸水被害を軽減するため排水ポン
プ車等の導入を積極的に行い、広域支援体制を確立
すること。
自然再生事業を推進するとともに、河川を巡る多様
なニーズに応える河川環境整備を推進すること。

以上決議する。
平成 年 月 日

第 回四国地方治水大会

昨年は、過去最多の 個の台風がわが国に上陸し、こ
のうち 個もの台風が四国地方に上陸したため、四国全
域で激甚な水害に見舞われ、多数の尊い人命が失われる
など記録的な被害が発生した。また、本年においても台
風 号等により、浸水被害が各所で頻発している。
このように四国地方は、台風の常襲地帯であるうえ、

急峻な山地が多く、地質が脆弱であるため、豪雨による
水害や土砂災害が起こりやすい厳しい自然条件下にあ
る。さらに、近年の気候変動の影響等により集中豪雨に
よる水害が頻発しており、今後さらに増加するおそれが
ある。
治水事業は、国土を保全し、水害から国民の生命と財

産を守り、豊かで活力ある社会と、安全で快適な生活環
境を築くうえで、欠かすことのできない根幹的な事業で
ある。しかしながら、四国内における治水施設の整備水
準は低く、未だ不十分であり、四国地方の一人当たり水
害被害額は全国平均の 倍と、他の地域と比較すると
突出して劣悪なことは、まことに憂慮に耐えない状況で
ある。
また、今後 年以内に ％の確率で発生する恐れがあ

るとされている東南海・南海地震では、四国地方の被害
は甚大で、多数の死者が出ることが予測されており、早
急な地震・津波対策が不可欠である。
加えて、四国地方は、高齢化が進行しており、災害時

の迅速かつ的確な避難誘導をはじめとしたソフト対策に
よる危機管理体制の強化を早急に進めることが求められ
る。さらに、激甚な水害が発生した際は、被災地の迅速
かつ的確な情報収集や浸水被害の軽減を図るため災害対
策用機械による機動的な対応によりその被害を最小限に
止める必要がある。
一方、四国地方は渇水に脆弱で、特に今年は、 月以

降の記録的な少雨により吉野川や那賀川など四国の一級
河川の内、 河川で取水制限を強いられるなど、地域社
会の経済活動や地域の人々の日常生活に計り知れない被
害や影響を与えており、安定的な水供給の確保も重要な
課題である。
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次期開催県の挨拶

香川県河川砂防課長

田 村 寛 司

次期開催県として香川県に決定し、田村河川砂防

課長にお引き受けのご挨拶をいただきました。香川

県ご当局には大変ご苦労をおかけいたしますが、よ

ろしくお願い申し上げます。

記 念 講 演
演 題 森林の水源涵養機能とその限界について
講 師 徳島大学工学部教授 端野 道夫

第 部 記念講演

略 歴

年 大阪大学大学院工学研究科修士課程修了

年 大阪大学工学部助手

年 徳島大学工学部助教授

年 徳島大学工学部教授

専門分野

水文学、水工計画（森林の水源涵養機能とその限

界に関する研究）

学会・委員会活動等

土木学会、水文・水資源学会、日本自然災害学会、

国際水文科学協会、国際水理学会、国土庁水資源開

発審議会専門委員会、徳島県環境影響評価審査会等

（お断り）

講演の内容につきましては、誠に勝手ながら掲載

を割愛させていただきました。
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中国地方治水大会次第
（敬称略）

開会
主催者挨拶 山口県知事 二井関成

全国治水期成同盟会連合会会長代理 専務理事 大場真弥
座長推挙 山口県土木協会会長 萩市長 野村興兒
来賓祝辞 山口県議会副議長 長谷川忠男

国土交通省中国地方整備局長 甲村謙友
来賓紹介・祝電披露
治水事業概要説明 国土交通省河川局河川環境課長 久保田 勝

国土交通省中国地方整備局河川部長 高橋定雄
意見発表 山口県柳井市長 河内山哲朗
記念講演
最近の河川災害を考える

山口大学工学部教授 三浦房紀
大会決議

山口県宇部市長 藤田忠夫
次期開催県の決定・挨拶 鳥取県県土整備部次長兼河川課長 松下周吉
閉会

平成 年度 中国地方治水大会

と き 平成 年 月 日（月）
ところ 山口市山口県総合保健会館

山口県土木建築部提供
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平成 年度中国地方治水大会の開会に当たりまし

て、一言ご挨拶を申し上げます。

本日、ご多忙にもかかわらず、国土交通省をはじ

め中国各県の関係の皆様方にご出席をいただき、厚

く御礼申し上げますとともに、皆様方のご来県を心

から歓迎申し上げます。

ご案内のように、中国地方は、水害や土砂災害を

受けやすい自然環境にあり、これまで、台風や大雨

の度に、地域の人々の生活は脅かされ、経済活動に

も大きな影響が生じてまいりました。

特に近年は、異常気象が常態化し、局地的で記録

的な豪雨により被害が頻発しております。

本県におきましても、昨年のたび重なる台風被害

に続きまして、今年も 月の梅雨前線豪雨で死者

名、床上・床下浸水約 千戸、また 月の台風 号

では、死者 名、床上・床下浸水約 千 百戸と記

録的な災害に見舞われ、現在、その復旧に全力で取

り組んでいるところであります。

国土の発展は、長年にわたる水との闘いの積み重

ねの中で築かれてきたと言っても過言ではありませ

ん。住民の生命・財産を水害から守るためには、治

水事業を計画的に進め、安全で安心できる国土を形

成することが極めて重要であります。

本県におきましても、 世紀に向けて新しい県づ

くりの指針となります やまぐち未来デザイン

に基づき、 安全で質の高い県土づくり に積極的

に取り組み、河川改修等のハード対策を推進してい

るところでございます。また、昨年の台風の際に、

ある地区でハザードマップが大変有効に活用されま

したことから、今年度から、新たに向こう ヵ年間

で、県内全てと言っても良いと思いますが、県内の

河川、海岸 地区にハザードマップを整備するた

め、 洪水・高潮ハザードマップ整備支援事業 を

導入するなど、ハード・ソフト一体となった事業を

展開しているところであります。

また、河川は、住民の生活や文化と深く関わり、

潤いや安らぎのある水辺環境を求める住民の要望は

増大を致しております。

今後とも、治水施設等に対する多様な要請に応え、

安全で安心して暮らせる地域づくり のため、河

川改修等の治水事業を計画的に行う所存でありま

す。

本日の大会を契機に、国土を保全し、洪水等の被

害から国民の生命と財産を守る治水事業の予算が確

保され、事業推進が図られることを心から念願を致

しております。

終わりに、ご出席の皆様方のますますのご活躍を

お祈り申し上げまして、はなはだ簡単ではございま

すが、開会にあたってのご挨拶とさせていただきま

す。

今日はよろしくお願いいたします。

主 催 者 挨 拶

山口県知事

二 井 関 成

（お断り）

挨拶は、四国地方治水大会と同趣旨により割愛い

たしました。

全国治水期成同盟会
連合会会長代理
専務理事

大 場 真 弥

山口県議会副議長

長谷川 忠 男

来 賓 祝 辞

島田明山口県議会議長がご案内を賜りましたが、



ただ今島田議長、全国都道府県議会議長会の会長に

就任をさせていただいておりまして、今日も出張い

たしております。出席がかないません。悪しからず

お許しをいただきまして、ご紹介を賜りました長谷

川忠男でございます。一言お喜びのご挨拶を申し上

げさせていただきたいと思います。

本日は、本年度の中国地方治水大会が盛大に開催

をされまして、誠におめでとうございます。

また、多くの皆様方に山口県にご来県を賜りまし

て有り難うございました。心からご歓迎を申し上げ

る次第であります。

皆様方におかれましては、常日頃から水を治める

ということ、治水事業に対しまして各般のご指導と

ご鞭撻を賜っておりまして、安全で安心できる地域

の確立にお力添えを賜っておりますことに対しまし

て、深甚なる謝意と敬意を表して止まないものでご

ざいます。

申し上げるまでもありませんが、河川は私達に対

しまして、例えば水力発電であるとか、農業用水で

あるとか、生活用水であるとか、あらゆる分野にお

いて私達に恵みを与えてくれております。

しかし、一旦事あれば、その氾濫や決壊によりま

して、生命・財産を脅かすという存在でもあるわけ

であります。

このことに心いたし、万全の態勢をとるための努

力をしていかなければならないというふうに思って

いるものでございます。

過ぐる台風におきまして、私ども山口県も、特に

東部におきまして、県民生活・経済活動に対しまし

て、甚大なる影響、打撃を受けて参りました。

今日は河内山柳井市長さんがご出席であります

が、後ほど理論に裏付けをされた現状についての意

見発表があるようでありますので、ご静聴を賜りた

いと思っております。

今年の 月 日の山口県の仕事始めの日に、私ど

もの島田議長は、事務局員に対する訓示の中で、心

構えということを説かれました。そして書初めに心

構えと揮毫をされました。取りも直さず、そのこと

は、この一語に尽きるというふうに私は思っており

ますし、備えあれば憂いなしということになるとい

うふうに思います。

先程知事さんは、素晴らしい国土構築をしていく

努力をしなければならないとご挨拶をされました。

その通りであります。今一つ私は、素晴らしい国土

を子々孫々に残していくための努力も必要なのでは

ないかなという気持ちがいたしてなりません。

良寛様という禅師は、私ども後生の者に幾多の教

訓をお残しをいただいておりますが、その中の一つ

に 形見とて 何か残さん 春は花 山ほととぎす

秋はもみぢ葉 とこう歌われております。人間幾年

生きるもの、この世に生まれてきた以上は何かを残

していくための、 日絶えまざる努力をすること

が人に課せられた責任だと説かれていると私は受け

止めております。春には花が咲く、山にはほととぎ

すが鳴く、そして秋には全山紅葉する、こんな素晴

らしい日本の国土というものを子や孫のために残し

ていくための努力をしなければならないということ

は、取りも直さず水を治めていくということになる

のではないかとふうに私は受け止めさせていただく

のであります。

山口県議会といたしましても、全力を傾注して水

を治め、そしてゆとりと安らぎのある山口県土、国

土の発展に、これから先、全力を傾注をさせていた

だく所存であります。

どうぞ、今日、ご参会を賜りました皆様方にも、

尚一層の治水ということに対しましてのご尽力・ご

協力を賜りますことを心からお願いを申し上げます

と同時に、皆様方の益々の発展を祈念をいたしまし

て、お祝いのご挨拶に代えさせていただきます。

本席誠におめでとうございました。
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国土交通省
中国地方整備局長

甲 村 謙 友

皆様、こんにちは。ただ今ご紹介いただきました

中国地方整備局長の甲村でございます。

本日は中国地方治水大会、誠に盛大に開催されま

したことを喜びに絶えません。

また、日頃から国土交通行政の推進につきまして、

お忙しい中今日もご出席いただきました山口県知事

さんはじめ、県会議員の皆様方、あるいは中国地方

県の方々、各市町村長の皆様方に対しまして、こ

の場をお借りいたしまして厚く御礼を申し上げま
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す。

もう今までにもお話がございましたけれども、昨

年は台風が 個も日本に上陸いたしましたし、今年

は 月 日に台風 号が上陸いたしまして、ご当地

の山口県の東部、広島県の西部、それから島根県の

西南部に大きな被害をもたらしたわけでございま

す。

被災された多くの方々に対しまして、衷心よりお

見舞いを申し上げますと共に、また一刻も早く復旧

ができますよう、我々としても全力をあげて取り組

む所存でございます。

台風 号の時は、私も整備局の災害対策本部に詰

めておったわけでございますけれども、ちょうど山

口・広島県境の羅漢山付近を中心として雨がずっと

降り続きまして、日雨量で申しますと気象台の の

観測所で記録を更新しております。この結果、大田

川あるいは錦川で過去最高の水位を記録して、多く

の家屋浸水が生じたわけでございますけれども、こ

れをどうやって防いでいくかということでございま

す。

一つは、堤防とかダムとかの施設の整備でござい

ます。よく世間で無駄なダム・無駄な公共事業等と

言われておりますが、今回の災害を例に、ハードな

施設整備が効果を上げたのを 例だけご紹介したい

と思います。

一つは、広島の太田川でございます。太田川は、

昭和 年・昭和 年・そして今回とほぼ同じような

雨が降って同じような水位でございました。その間、

被害がどう変わってきたかと言いますと、昭和 年

の時は広島の中心部も含めて約 万 千戸、今の人

口の張り付き具合で言いますと、もし今浸水したら

万数千戸浸水したと思いますような被害があった

わけですが、その後太田川放水路を造りました。そ

れから下流から順次堤防を造ってきました。その途

中で昭和 年 月の洪水がありました。これも同じ

ような雨でございます。その時に浸水したのは、広

島のだいぶ北の方の可部地区というところで、約千

戸の浸水で済みました。その後何をやったかと言い

ますと、温井ダムを造りました。それから高瀬堰と

いう堰を改築しました。また上流部の堤防も造りま

した。それでもって今回の台風 号を迎えたわけ

ですが、浸水戸数としては約 百戸程度ということ

で、要は従来やってきた放水路・堤防・ダム・堰の

改築によって、これだけ被害が軽減されてきたわけ

でございます。

二番目は、ご当地の山口県と広島県の間を流れま

す小瀬川でございます。ちょうど大竹・岩国の市街

地のすぐ上流部に弥栄ダムというのがございます。

今回の洪水、この弥栄ダムで大幅に洪水を調節いた

しまして、下流では警戒水位をちょっと上回ったぐ

らい、私どもがシミュレーションいたしますと、も

しダムがなければ下流部で堤防が切れて、大竹・岩

国市街が溢れておったであろうということでござい

ます。

というのは、ハード施設の整備の効果を 例申し

上げましたが、もう一つはそのハードと併せてソフ

トの対策が必要でございます。

一つは、情報の伝達でございます。それもかつ個

別、具体的にかつタイムリーにやる必要があると考

えておりまし、もう一つは、調査・研究でございま

す。また後ほどお話があるかとも思いますが、やっ

ぱり最近雨の降り方が洪水にしても、あるいは渇水

にしても両極端になりつつあります。そういう両極

端の気象条件に対して、どうやって対応していくの

かという調査・研究並びにそれに対する対策が今後

必要となってくるというふうに考えております。

これからちょうど 月に入りまして、 月ちょう

ど予算シーズンを迎えます。新聞等でご覧になって

も、道路特会の問題から道路特定財源の問題、ある

いは各種特別会計、まあ治水特会もそれに入るわけ

ですが、というのが議論されています。十分議論し

ていただきたいと思いますし、かつ議論される際に

は現在の実態、過去の被害、これからの目標を見定

めていただいて、国民全体で議論していただきまし

て、要は我々の日本の現在及び将来、皆様方の生活

がどのようにすれば良くなっていくのかということ

をしっかり定めていただきたいというふうに思いま

す。そのためにも今回のような中国地方治水大会で、

まず各地方からの議論を積み重ねて中央に上げてい

くというのは非常に重要であると考えております。

本大会の盛大なる成果を期待いたしまして、私の

ご挨拶といたします。



皆さんこんにちは。ただ今ご紹介いただきました

国土交通省河川局河川環境課の久保田でございま

す。今日は治水事業を巡る最近の状況ということで、

お手元の資料により、今日はパワーポイントを利用

して説明させていただきたいと思います。

これは台風 号の概況でございます。 月 日の

午後に長崎県に上陸いたしました台風の 号でござ

いますけれども、ここにもご覧いただけますように、

とか とか というようにですね、非常に

山陰沖に抜けるまで ヘクトパスカル以上の勢力

で、時速のゆっくりとした速度を保ち進行しました。

この結果、宮崎県ではえびの市・南郷村などで総雨

量 を超えるなど、多くの地域で を超

える降雨を記録しております。これは南九州地方の

年平均降水量が 位ですから、約半分が 日か

日の間に降ったという計算になります。これはど

うしてこういう雨が降ったかといいますと、台風は

ゆっくり北上したということ、それと反時計回りの

方向の台風の渦が、九州のこの九州山地、あるいは

四国山地にぶつかってそこに大きな雨を降らせたと

いうこと、それと海水温が九州に近づくまで、非常

に高い水温だったということで、南方での勢力を維

持したまま接近し、こういった大きな雨が降ったと

いうことでございます。

史上最高となる 個の台風が上陸した昨年でござ

いますが、全国で 万戸の浸水戸数を記録しており

ますけどど、今年はこの 号だけで 万 千戸とい

うような浸水被害を記録しております。

これが宮崎市を流れております大淀川でございま

す。先程言いましたように、上流域で を超

える雨が降ったということ、それと下流部では計画

高水位を最大 、 時間も超過し、宮崎市などで

戸の浸水被害が発生しております。本川では

堤防から溢れるということはなかったんですけれど

も、特に宮崎市の市街地の中心部の南側でございま

すが、このパラペットの約 下まで水位がきてお

ります。これは自衛隊の協力を得まして土嚢積みを

して、何とか下流部の本川からの溢水を抑えられま

した。これが支川の大谷川でございますけれども、

こういったところで堤防を超えることによって、浸

水被害が発生したということでございます。

これは宮崎市の北部の延岡市を流れている五ヶ瀬

川でございます。ここでもやはり同様の雨が降りま

して、ここも計画高水位を最大 、 時間超え、

延岡市などで 戸の浸水被害が発生しておりま

す。

これは台風 号が上陸する前でございますけれど

も、東京都で 時間に を超えるような雨が観

測されております。新聞でもご存じのように杉並区、

中野区などで 戸の浸水被害が発生しておりま

すけれども、ここの環状七号線の地下に大きな水路、

将来的には東京湾まで繋ぐ予定ではございますけれ

ど、とりあえずこの一期事業は完成し、二期事業は

もうすぐ供用という時期だったんですが、緊急的に

この容量も使用しまして、 万立方米、 万と 万

二つ合わせて 万立方米の貯留を行いましたけれど

も、結果として、こういった 戸の浸水被害が

生じてしまいました。更に都市部東京都内で、容積

率を稼ぐために半地下構造の建物等や、地下を持っ

ておりますマンション等で大きな浸水被害が発生し

ておるところでございます。詳細は計算中でござい
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ますけれども、この 万立法米の貯留をすることに

よりまして、 戸程度に相当する浸水面積の減

少効果があったと、今のところ概算値で出ておると

ころでございます。

これが台風 号による主な土砂災害箇所の概要で

ございます。台風 号による死者・行方不明者が

名、そのうち土砂災害が 名ということで、土砂災

害というのは、非常に人的被害を生じるということ

でございまして、この対策を取らなきゃいけないわ

けでございます。例えば地滑り等がどこで起こるか

というのは、なかなか予測がつきにくいものですか

ら、そういった危険のあるようなところでは、出来

るだけ早く逃げていただく、非難をしていただくの

が一番正解なのかなと思っております。

これはアメリカのハリケーン・カトリーナでござ

います。ハリケーン・カトリーナ、このフロリダ半

島に上陸するまでは、まだ小さい勢力だったんです

けども、メキシコ湾に入ってニューオリンズに上陸

するまでにですね、アメリカではこのカテゴリー分

けしておりますけれども、風速 を超えて、中心

気圧が 以下になり、非常に大きな浸水被害が

生じたということでございます。どうしてこういう

な事が起こったかということですけれども、これが

ニューオリンズ市の横断図でございます。ポンチ

ャートレーン湖がこちらで、ミシシッピ川がここを

流れております。ミシシッピ川の堤防は決壊しなか

ったんですけれども、このポンチャートレーン湖の

堤防、あるいはここの横を流れています運河の堤防

が決壊してですね、結果としてこの湖の水位が逆流

して、大被害が生じてしまったということでござい

ます。このニューオリンズは、石油とか天然ガスの

採取によりまして、地盤沈下が著しいところでござ

いまして、 割が海抜 以下ということでござい

ます。こういったところはポンプで排水するしか方

法はございませんので、相当な期間、長い期間です

ね、浸水被害が生じてしまったということでござい

ます。

これが被害状況でございます。これがスーパー

ドーム、これが傾いておりますがカジノ、それとも

う一つこれがコンテナですけれども、コンテナとい

うのは水位が高くなると浮かんで、浮いたまま民家

に激突して民家を壊してしまうということでござい

まして、こういった対策も今後考えていかなければ

いけないということでございます。

我が国でもこのような地域はたくさんあるわけで

ございまして、東京湾・伊勢湾・大阪湾、三大湾で

ですね、 以下というところでございまして、

こういうところに相当な人口が住んでおり、アメリ

カで起こったからといって他人事ではないわけでご

ざいます。

これらの大規模な災害を受けまして河川局では、

総雨量が 、それから時間雨量が を超え

るような大規模な降雨に対する対策の検証と、対応

について検討しようということで、こういった大規

模降雨災害検討会、それとハリケーン・カトリーナ

の被害を鑑みて、我が国におけるゼロメートル地帯

の高潮対策検討会を立ち上げて、 月より有識者に

よってご議論いただいているところでございます。

年内に提言をまとめることを目標に進めておりまし

て、また、まとまりましたら皆様にお話できればと

思っております。

これがいわゆる骨太方針で、経済財政運営と構造

改革に関する基本方針 でございます。政府全体

におきまして、史上最高となる 個の台風が上陸し

て、 万戸あまりの浸水被害が発生した昨年の災害

を受けて、国民の安全と安心を確保することは、政

府の基本的な責務と位置づけられ、治水治山対策を

はじめ災害対策を推進するということにしておりま

す。

また一方で、災害対策を含む公共事業や全体につ

いては、従来から景気対策のための大幅な追加が行

われていた以前の水準を目安として重点化・効率化

に取り組んできており、その目安は概ね達成という

ことでございます。これが平成 年とか 年頃の基

準になろうかと思いますけれども、 年度予算にお

いても、目標の達成に向けてこうした取り組みを引

き続き着実に推進するというように、この骨太方針

では位置づけられております。

これは 年度の概算要求の基本方針でございます

が、ただ今の骨太方針を受けまして、治水事業の概

算要求におきましては、床上浸水被害をはじめとす

る人命や生活に深刻なダメージを与える被害の緊急

解消を重点的にするとともに、既存ストックの活用

ですね。多様な手法によって減災対策を実施してい

こうというふうにしております。

また、ハードだけではなく、ハザードマップの整

備や情報伝達の高度化などソフト施策も活用して、

地域の防災力の向上を図る施策を実施していきたい

と思っております。加えて、国の責務としての広域

的な危機管理体制の確立として排水ポンプ車等災害



対策用機械の計画的な広域配備という施策も推進す

ることとしております。

これから、治水事業の効果を説明させていただき

たいと思います。これは新潟県の信濃川水系の能代

川ですが、五泉市を貫流する能代川では平成 年

月の豪雨によりまして上流部で約 戸が浸水する

ような大規模な浸水被害が発生しております。これ

を契機といたしまして、災害復旧の関連緊急事業、

それと災害復旧の助成事業等を実施することにより

まして、整備前と整備後で流下能力が トンから

トンに約 倍に向上しております。この 年

月には、 年 月を上回る雨となったわけでござい

ますが、家屋浸水はゼロということで、治水事業の

効果が現れた一つの例でございます。

これも同様の福井県の九頭竜水系の浅水川でござ

います。平成 年 月の出水で約 戸の浸水が生

じたわけでございますけれども、同様の事業により

河川の整備がなされることによりまして、この 年

月には浸水被害がゼロになったということでござ

います。

これは事前投資による被害軽減効果ということで

ございます。そもそも治水事業というのは事前の予

防を基本とするものではございますが、事前投資が

なかなか間に合わないことによって、災害の発生は

社会的に大変大きな損害をもたらしているところで

ございます。

例えば、平成 年 月に起こりました東海豪雨で

ございますけれども、愛知県で 万 千戸の床上浸

水被害が発生しました。その後 億円の事後投資

を行うことにより、庄内川・新川の激特事業を実施

しております。これらの対策がもし事前に行われて

いたとしますと、ここの 千 百億円に上った被害

額が千 百億円程度に抑えられて、 千 百億円相

当の被害が軽減されるということでございます。ま

た同様の福岡豪雨、これは 度福岡の博多駅周辺が

浸水しております御笠川ですけれども、同様に

億円の事前投資を行っていれば、 千 百億円の被

害が軽減されるということでございます。

これがハリケーンのカトリーナでございますけど

も、カトリーナの被害は約 千億ドルでございまし

た。アメリカの工兵隊の資料によりますと、カテゴ

リー 対応の治水対策を行うための費用が約 億ド

ルということでございますので、 億ドルの事前投

資がなされておれば、この 千億ドルの被害が軽減

されるということでございます。

これは治水対策の現状ですが、治水対策は予防対

策が大変効果的であるにも拘らず、後追い的な対応

が続いているのが実状ということでございます。

例えば、平成 年から 年の 年間に、床上浸水

被害を受けた戸数が 万戸発生しておるわけでござ

います。着実な治水対策により 年度末までに 万

戸について対策を進めてきたわけでございますが、

昨年の豪雨災害を含むその後 年間で、新たにまた

万戸の被害が発生しておりまして、 年間に対応

を実施できた 万戸を除いても、未だ 万戸相当の

床上浸水被害の対策が実施できていないということ

でございます。

これはかわまちづくりの推進ということでござい

ます。河川事業においては、これまで述べました災

害対策の他に、都市の再生を支援して、景観形成や

人々が集う空間等の川や水辺の持つ多様な機能を発

揮させるため、かわまちづくりと題した一連の施策

を推進しております。

まず、川の森づくりということでございますけれ

ども、掘込河川を中心に植樹を推進しまして、市街

地を流れて掘込河道を有する河川は全国でだいたい

ほどございますが、そこを中心に実施するこ

とにしまして、地元から要望のあるところを 年程

度で 河川程度実施したいと考えております。

それから次は、この清澄な水が豊かに流れる川の

復活ということで、これにつきましては現在、船橋・

横浜・大津・堺等の 都市をモデルに、都市水路の

計画を策定いたしまして、都市内水路の再生、都市

の中に水面があるというのは非常に潤いになります

ので、そういった都市内水路の再生を実施していき

たいと思っております。

また、環境用水に関する水利使用許可の取扱いを

明確にすることによって、河川の水が流れていない

ような河川の水量を確保する取り組みも、全国的に

展開していきたいと思っております。

次に、地域の風土・文化に触れるかわづくりとい

うことで、川沿いの小道やフットパスについて、近

くの人が歩けるようなところで、途切れているとこ

ろを繋ぐことによって連続性を確保して、多摩川と

か最上川などにおきまして、地域の歴史・文化に触

れながら散策できようなガイドマップ、それからパ

ンフレットの準備も進めていきたいと思っておりま

す。

それから、都市の川を活用した賑わいの創出とか、

河川の利活用を推進する取り組みへの支援とか、こ
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れ等についても、琵琶湖・淀川、それから地元から

要望のある 河川を対象に、状況に応じて利活用

の推進を考えていきたいと思っております。特に長

良川ほか 河川では、利活用の計画の策定に着手し

ていきたいと思っております。

以上で、私のお話を終わりたいと思います。

いうことを、過去 年が示しているわけです。

簡単にいうと、雨が全体には減っているが、多い

ときと少ないとき、気象が大変荒っぽくなってると

いう印象がこのグラフから読み取れるのかなと思い

ます。、気象現象は繰り返し再現性のある現象だと

思っていますが、もう少し長いスパンで見ると、何

らかの大きな変動を持って起きているんだろうと、

これから先、こういったことを念頭において、我々

が日常の治水対策、備えをしていかなきゃいけない

ということだろうと思っております。ですからある

局面で計画を作ったら、それのぎりぎりの施設整備

するだけではなく、無駄ではなくて余裕を持った計

画をするということも大切なのではないかと思いま

す。

これも過去 年、 年ずつくくってありますが、

時間雨量 以上降った回数で、 年前の 年間、

年前の 年間、それから最近の 年間、確実に強

い雨が降る回数が増えております。先程申しました

ように、気象が荒っぽくなっているということをき

ちんと念頭において備えをしなきゃいけないと思い

ます。

それで、今年の災害を振り返って見たいと思いま

すが、これは今年の 月 日から 日、前線性の降

雨で柳井川等が 戸浸水するという大きな災害が

あったわけです。 とありますけど、この川

も 分の ぐらいの計画で作っているんですが、

ほぼそれに匹敵するような雨が現実に降ったという

ことです。その結果、こういう被害が発生したとい

うことです。

これは 月に起きました 号台風で、山口県の錦

川が大変ズタズタにやられたわけでございますが、

このとき降った雨が 、雨は総雨量とか一日に

降った量とか時間雨量とかいろいろな表現がありま

すが、この錦川の計画 日雨量、 日間で降るよう

な雨を対象にしてるんですけど、例えば 年に一

度以上の大きな雨、つまり、錦川の計画を超えるよ

うな大きな雨が今年 月に降ったということです。

その結果、岩国市を中心に大変大きな被害が出て、

数千戸水に浸かるという大きな被害が発生しまし

た。

更に、川だけではなく、広島・山口県境中心に大

変大きな雨が降り、その地域の沢がズタズタに崩壊

しました。これは宮島のところの災害です。これ注

目していただきたいのは、雨そのものは 日の 時

から 日の 時で ですが、被害が発生したの

国土交通省中国地方整備局

河川部長 高 橋 定 雄

中国地方の治水事業の概要説明

中国地方整備局河川部長をしております高橋でご

ざいます。

それでは、中国地方の治水について、説明をさせ

ていただきたいと思います。

中国地方では、 年に大きな水害がありまして、

その後その 年を検証するような大きな洪水があま

り各地で起きてなかったこともあって、全体的に安

心感が漂っていたのではないかと思っています。

しかしながら、今年は 号台風という 年を上回

るような大きな洪水がきまして、洪水というのは確

実にくるんだということを実感いたしましたし、多

くの教訓を残していったんではないかと思っており

ます。

こちらの図は、色んなとこでよく紹介をさせてい

ただいておりまが、左側がこれが明治 年、右側が

平成 年と過去 年間の日本での平均的な雨の降

り方をプロットしたものです。その平均をとってい

くと、段々右肩下がりになっており、雨は平均的に

は 年間で約 ぐらい降雨量が減っているとい

う過去のデータになっております。しかしながら、

これは渇水で雨が降らなかった年なんですけど、雨

が多かった年と、ばらつきが非常に多くなってると



が 時と、雨がたっぷり降ってその後半に、土砂崩

れが起きることがこんなところからも窺えるのかな

と思っております。

これは台風 号が、九州と四国にだいぶ雨が降っ

たということですが、実は山口と広島県境でも大変

大きな雨が降りました。その結果、この辺の山地を

水源にする川、太田川、小瀬川あるいは錦川という

のが大きな災害を受けたわけでございます。

これは太田川ですが、今回の洪水で各所に観測史

上最高の水位を、一番高い水位を記録したというこ

とでございます。確実に大きな洪水がきるというこ

とを、この太田川の洪水でも知ることができます。

雨の降り方によって洪水の起き方が違うんですが、

その短期間に集中して非常に強い雨が降ったという

ことです。 年の時には、前線性の雨ということも

あって、だらだら長い時間、ですから総雨量として

は 年の方が と大きいんですが、今回の 号

台風は、総雨量としては と小さいんですが、

集中して降ったということで、結果として大きな水

位を発生してるということです。

これは太田川の可部地区という、いわゆる山間部

に入った上流側の にわたって、今回の台風で被

害を受けたときの様子です。川沿いですから、道路

を含めて冠水して孤立し、大きな被害が出て全体で

戸余りの家が浸水したということです。

これは先程、整備局の局長から挨拶の中でお話が

ありましたが、太田川の図面です。昭和 年、 年

当時の洪水、それから今回の洪水と浸水をしたエリ

アを示しております。従いまして 年、 年それか

ら今回と、これらの雨は実は外力は同じくらいだっ

たんですが、浸水エリアが小さくなっています。浸

水家屋数で言いますと、例えば 万 千が 千、そ

れから 百と 桁ずつ小さくなっている。これはい

わゆる治水事業の劇的な成果だといえます。つまり、

きちんと投資すればこれだけの成果が上がるという

何よりの証拠ではないかと思っております。例えば

年は、太田川放水路を造ったことによって大きな

成果が出たわけです。それから 年は、その太田川

放水路のお蔭でこれだけで済んだわけですが、まだ

中流部やあるいは山間の合流部の改修が十分でなか

ったので、そういう部分にまだ浸水が出ました。今

回は中流部の改修、高瀬堰あるいは温井ダム等の整

備が進んだことによって、この辺の被害は解消され

たわけですが、残念ながらまだ上流部については今

回被害が発生した。太田川についてもまだまだやる

ことがたくさんあるということを示していると考え

ております。

これも先程局長の話にありましたが、小瀬川の弥

栄ダムで、このダムが洪水調節をしたことから、こ

の地域の大きな災害を免れることができたというこ

とです。実は弥栄ダム上流では 、約 という

大変大きな雨が、このダム計画の想定の雨よりも大

きな雨が降ったわけですが、にも拘らず、ここにハ

イウォーターいわゆるその警戒水位よりも、川岸よ

りも遥かに 、 余り低いところで水位を抑え

ることができたました。どんなふうに洪水を調節し

たかというと、これがハイドログラフで一般の方は

非常に分かりにくいんですが、横に時間をとり、こ

の上にダムに毎秒何立方 水が流れてくるかという

ことを示しているのが上のグラフです。それから、

この青い下のグラフが毎秒何立方 ダムから放流し

ているか。つまり、ある時間のときの上下のグラフ

の差がダムに溜めた水です。これがダムの洪水調節

効果ですが、これだけ水を溜めたことによって、下

流が大きな洪水被害を受けないで済んだということ

です。これはあくまでも計算ですが、もし弥栄ダム

がなければ、下流に 千戸余りの地域に浸水が発生

したはずです。それが小瀬川のぎりぎりじゃなくて、

川岸よりも更に低い余裕を持って今回その雨を処理

することができた。これがまさにこの治水施設、ダ

ムを整備したことの大変大きな効果ではないかとい

うふうに思っております。

温井ダム等でも色々新聞報道でご承知の方もある

と思いますが、ダムからの放流がここでも毎秒

立方 を放流していますが、これが一般の方にはダ

ムが洪水を助長している、放流してこの分洪水を増

やしてるとよく言わます。これは大変大きな誤解で、

ダムがなければこれだけの流量が流れてくるもの

を、ダムによってこれだけ溜めたのでこれだけ洪水

を小さくしているんですけど、これをダムが放流し

ているから洪水を助長していると、こういった誤解

がごく一般的で、一般の方にはこの辺がなかなか理

解されずに、いま苦慮しているところです。少なく

ともできた施設が確実にこういう効果を発揮してい

ることを理解をいただかないと、次の仕事ができな

くなるわけで、こういったことへの理解をいただく

ということは大変大事なことだと、これも今回の洪

水の教訓として受け止めております。

これは中国地方整備局の河川事業費の推移です

が、一番右側が 年、それでよく平成 年から経済
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対策・景気対策としての公共投資により、このよう

に嵩上げされた部分があるんですが、その部分から

見ればものすごく下がっているということです。そ

ういう景気対策を除く、つまり平成 年以前の水準

から見ても、 年は公共投資が落ち込んでおり、も

うこれ以上治水投資を下げるということは色んな問

題が発生するということでございます。予算穫得に

一層の努力が必要な状況になっているということで

ございます。

これは、中国地方で河川の整備がどうなっている

かということですが、直轄河川で ％。堤防を整備

する区間に対して完成した堤防が何％あるかという

ことですが半分、県管理河川においては 分の 程

度と、まだまだ整備の中間であるということです。

それから、今年 月から水防法が改正され施行さ

れましたが、ハードの対策だけではなくソフトの対

策を充実させることによって、洪水被害全体を軽減

させようと言うことにしております。その水防法の

主な改正内容としてハザードマップの作成の促進、

それからいわゆる非難をするための目安になるよう

な水位、そういう特別警戒水位、こういう情報をき

ちんと出すということで、ソフト対策が進められて

おります。直轄としても災害情報普及支援室という

体制を立てて、各市町村のそういった作業をご支援

していこうと、今力を入れて動いております。これ

は水防法に義務付けられたわけで、中国地方でハ

ザードマップの作成を 年以内に全て作成、備え付

けることになっております。今どういう状況かとい

うと、まだハザードマップが整備されてない市町村

が多くございますので、より一層の促進をお願いし

たいと思っております。

これは、洪水情報、河川に関する情報をどんどん

出していこうということで、洪水予報河川、水位情

報周知河川、例えば洪水予報では直轄 河川、補助

河川、それから水位情報周知河川については直轄

河川、補助 河川、これは中国地方の管理して

る河川全てですが、こういう川について、情報を充

実いたしましたので是非ご活用をいただければと思

います。

それから、情報提供として重要水防箇所はホーム

ページで公開しております。また 、テレビカ

メラの画像を各県等に配信するというようなことも

やっております。

それから、ダム放流設備の市町村への開放という

こともやっております、これも温井ダムの新聞記事

等で、ダムの警報装置が鳴らなかったとか。ダムの

警報装置というのは、河川の中にいる人の非難のた

めに実は設置されているわけですが、それだけじゃ

なくて市町村の非難や、市町村にとって必要な情報

をこういう機械とか装置を通じて出せるように協定

を結んで、こういう機械の装置を活用してこれから

もどんどん進めて行きたいということでございま

す。

これはアメリカでハリケーン・カトリーナにより

大変大きな高潮災害があったんですが、最近日本の

海面も少しずつ高くなっており、温暖化かどうかよ

く分かりませんが、高潮に対しても十分に備えが必

要ではないかということを警鐘しているデータで

す。

これは、先程本省の河川環境課長のデータにもあ

りましたが、三大湾に中国地方の情報を並べてみま

した。たまたま広島湾だけしか情報を整理できなか

ったのですが、三大湾に比べると非常に面積や人口

は少ないんですが、例えば、この朔望平均満潮位、

満月のときの一番潮位が上がるようなときよりも、

低い土地はこんなにあるということを示している。

三大湾とその規模は違いますけれども、同じように

大変災害が起きやすい地形ということを示しており

ます。

これは堤防の整備がどのくらいになっているかと

いうことですが、東京湾・伊勢湾・大阪湾に比べて、

広島はまだ伊勢湾台風という外力に対してもこんな

に未整備だということです。三大湾は少なくとも伊

勢湾台風についてはかなり整備されているんです

が、それでも今度のカトリーナとか海面上昇とかに

より、計画を見直していくという気運があるわけで

すから、少なくても瀬戸内海を忘れないようにとい

うことでデータをお出ししたわけです。同じように

河川堤防についても、同様の傾向にあるということ

です。特に河口部は地震等により堤防が壊れると普

段でも水が入ってきますから、洪水と地震が重なら

ないという理屈はありませんので、耐震対策も合わ

せてしていかなければならないということです。

今日は備えることが大事で、確実に洪水は繰り返

して起きるということから、より一層の備えをして

いただきたいということをお願いいたしまして、状

況の説明とさせていただきます。



私共の山口県柳井市は、どちらかというと雨に恵

まれない地域でございます。瀬戸内海気候で、特に

冬場はよく晴れますし、雪はほとんど降りません。

水が非常に大事なところでございまして、長い柳井

市の歴史から振り返りますと、洪水や浸水対策は、

如何に大事な水を上手に配って、渇水被害を起こす

ことがないようにする方が、重要な仕事ではなかっ

たかと思います。

私自身も市長になりまして、今年は 年目の夏を

迎えたわけでございますが、過去はどちらかという

と渇水対策、この方が頭が痛かった。私共は水道の

水源を、先程からお話が出ております弥栄ダムに頼

っておりまして、錦川を越えて約 水を運んでき

まして、それから柳井から周辺の町を含めて約

水を配っている。そういう広域水道事業も行ってお

ります。どちらかというと今まで川・水というと、

渇水対策の方が関心が深かったことでございます。

まさしく今日のお話のテーマにもいくつも出てきま

したが、私共も過去あまり経験したことがないよう

な被害を受けた今年は異常気象でございました。

今回の雨の降り方の問題と柳井市の置かれている

状況を見ていただきたいと思います。

月 日のレーザーの画像です。ちょうど柳井並

びに大島辺りに雨雲がずっと居座りまして、長時間

にわたり雨が降り続きましたが、降り方は今までの

ような状況でした。

月 日から 日の山口県内の雨量分布です。柳

井それから周防大島はこの降り始めから降り終わり

まで ぐらいの雨をこのときに受けた。下関辺

りにはたくさん降っている方だと思いますが、まさ

しく柳井辺りに局地的に降ったという図でございま

す。

次は、大島の安下庄と柳井の雨量です。ずっと

が続き、いきなり午前 時、 時あたりから雨が降

り始め、それが午前 時、 時あたりまで連続的に

を超える雨が降り続いた。これがあの日の雨の

降り方でございます。

災害というか台風というか大雨はだいたい嫌なも

ので、日曜日とか深夜とか休みとかそういう時によ

く降りますが、土曜日の段階ではさほど備えをする

ような雨ではなかったものが、明け方 時ぐらいか

ら猛烈な降り方をしました。私が市役所に登庁した

時には、もう市役所周辺はかなり水浸しになってま

して、車高の高い車でないと通れない。これが朝の

明け方の状況でございます。

従って、一般の方は、朝起きて初めて家の周りを

見てびっくりしたと言うような方も多かったのでは

ないかと思いますし、慌ててどこかに出かけようと

思いましても、もうほとんど移動は困難だった、そ

ういうふうな状況でございます。逆に言いますと、

大方の人は日曜日のため家で大雨を迎えておりま

す。外を出歩かれる方が少なかったという意味では、

人的被害が起きなかった一つの原因かもしれませ

ん。いずれにしましても大変な降り方をいたしまし

た。

次は、 年から 年までの 年間の柳井市に

おける雨ダスの極値です。 位は、この度大変な被

害をもたらした 月 日豪雨の一日雨量の 、

第 位は、 月 日台風 号の時に記録した

です。今までのトップは 年 月 日に記録した

一日雨量 が最高でございますから、それの

倍以上の雨が今回降った。 位、 位が今年である

ということです。

次のページは、時間雨量の極値です。これまた

月 日の 、それから一週間後に降った 時間雨

量 というのが過去 年間の極値でございます。

過去にも 程度の雨は降りましたが、いずれにし

ましても今年の 月、去年の 月、 月が 位まで

を占め、最近やっぱり降り方が変わってきたという

ことがよくわかる数字だと思います。

柳井市全体でいいますと、今までは 月の平均

雨量は 。 月でも これぐらいでござい

ます。 日に降った量あるいはまとまって降った量

とすれば、 ヵ月に相当するものが一遍に降ったと

いうことでございます。

次に、今回の雨でどう冠水したか、床上床下浸水
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があったかということでございますが、浸水・冠水

があった箇所は、昔は柳井湖水道と言われ、源平の

時代には源平合戦の船が多分ここを通った船もある

だろうという海でございまして、その後この辺り新

庄と言います、それから大字で言いますと古開作と

いう所で、新しく稲作をするために埋め立てたとこ

ろでございます。

従って、浸水をした箇所は昔海であった部分で、

何かのバランスが崩れこれからも浸水する可能性が

あるという状況です。

今申し上げました旧古開作、現在南町。市役所も

あり、事務所・業務施設もあり、県の総合庁舎もあ

り、大型のショッピングセンターもあるという所が

冠水をしております。

次の写真は、山口県の総合庁舎、市役所の横を通

っております県道の状況です。こういう状況が長く

続きまして、余談ですが、体長が 位の鯉が泳い

でいた状況で、相当深刻な浸水被害でございます。

今回、雨の降り方がすごかったこととは別に、我々

が反省をしなければならないことは、こういう業務

地域は、どんどん開発が進んでおります。これは開

発行為ですから を超えるものだけを数え上

げたものでございますが、開発面積をご覧いただき

ますと、今回の冠水に関わりがある陵北・古開作・

新庄の面積を足し算しますと、だいたい とか

位の農地が失われています。従って、 づ

つ湛水、水を溜めることがあると過程をするならば、

だいたい 万 あるいは 万 、少なく見積もって

もそれぐらいの湛水の能力が失われている。一方で

先程から申し上げますように異常な降り方をする。

これから治水対策というのは、少し発想を変えて取

り組まなければならないと考えております。

これが先程言いました、いわゆる海であった部分

です。市役所、県の総合庁舎、今の柳井市の中心部

は、いずれも 以下の地盤高しかありません。こ

れから先も浸水可能性があるということを前提に取

り組まなければならないと考えております。

もう一つは、県において河川改修を実施していた

だいております土穂石川の上流部分です。今回この

辺りがかなり冠水し水が溢れました。この橋の所で

狭まってまして、ここを流れる能力と橋の下側の能

力でガクンと落差があります。本来であれば河川改

修というのは下流側が全面的に改修されて、それか

ら上流側が改修をされるというのが常識だと思いま

すが、今回のような冠水をいたしますと、少し考え

方を変えていかなければならないというふうにも思

っております。そういうことに技術的な専門家の

方々にも是非、検討を加えていただきたいと思って

おります。

現在、山口県の方で柳井川の改修、土穂石川の改

修事業を行っていただいております。今回、浸水被

害がありました場所は低地帯ですので、これから市

の方でも強制排水をする排水事業を行ってまいりま

す。先程申し上げた土穂石川も、ここが排水をされ

ますと一部この辺は浸水被害が解消できると思いま

す。

問題は内水排除ですが、柳井市というのは水不足

に備えていろんな事業をやってきた。農業用水路で

言いますと、水を農地に配るために非常にきめ細か

に農業用水路が整備をされています。排水するとい

うよりは、少ない水をあらゆる地域に運ぶために水

路が走っております。従いまして、今のような農業

を取り巻く状況、あるいは農地を取り巻く状況、そ

れから市街地化が進んだ現状から言いますと、この

排水路の整備もあわせて行うことが必要です。

それから、柳井川の川づくり検討委員会を県の方

で設けていただきまして事業実施中でございます

が、土穂石川も是非早くやらなければなりません。

また、山口県の方で黒杭川ダムの上流側にもう一つ

ダムをつくる事業を今やっていただいております。

現在のダムは調節が非常に難しい、運用が難しいダ

ムでありまして、安全性を確保するためにはどうし

ても上流側のダムが必要だということで事業実施中

でございますが、そういったものも是非お願いをし

たいと思います。

実は、今年の夏まで私は、山口県の河川高潮対策

期成同盟会の会長を仰せ遣っておりまして、お蔭げ

をもちましてこの柳井川の下流部分に高潮対策のた

めの堤防、樋門、防潮水門、それからポンプ場等の

整備をいただきました。今後は大雨が降った時にそ

ういう樋門のポンプの運用についても非常に難しい

ようですけれども、柔軟に対応していただきながら

少しでも内水排除が可能になるようにご努力をいた

だければと思っているところでございます。

色々と申し上げましたが、まさか自分のところで

こういう浸水被害が起こることはないだろうと思っ

ておられる方が多いと思います。まさしく備えあれ

ば憂いなし。治水事業は日頃はあんまり注目を浴び

ませんが、私共は人的被害はありませんでしが、浸

水被害を受けてみますと、政治や行政のやはり一番



の中心的な課題だなというふうに実感をいたしてお

ります。

ハードの整備はすぐさま出来るわけではありませ

ん。可能な限り、地域の方々や様々な団体の方々も

今後も浸水があり得るということを前提に仕事をし

て行かなきゃならないと今回非常に強く感じており

ます。

柳井市ではそう言う意味で、床上床下浸水を受け

た自治会、それから商店街、そういう方々にそれぞ

れ集まっていただき、防災の懇談会を今実施しつつ

あるところでございます。商店街の方々は、自らも

やはり備えをしなきゃならないということで、商店

街のメンバーの方の土地に土嚢を用意する場所を確

保されたり、日頃から土嚢作りも自ら体験しようと

いうことを始められました。私は是非、自治会の方々

にも自主防災組織というものを作っていただいて、

そういう備えをしていただく。そして何よりも市職

員も防災に関係する部署だけではなく、女性も含め

て土嚢ぐらいは作れなきゃいかんだろうということ

で、実は台風 号が接近する前、市の不燃物処理場

で職員にも土嚢作りをほぼ全員に体験をしていただ

きました。

日頃から、いざと言うときに備えて誰でも少しず

つの仕事ができる。それから地域住民や商店街の方

も被害を最小限に止めるという減災を、意識を強め

ていくことがハードの整備と同時に大事だと言うこ

とを痛感をした次第でございます。

最後に余談でございますが、先週一週間、中日友

好協会の招きで全国市長会の訪問団の一員として中

国を訪問しました。広島県は四川省と姉妹縁組をさ

れてますのでお分かりの方も多いと思いますが、四

川省に省都の成都市というところでございまして、

昔から気象条件に恵まれ、水も豊かで水害もないと

いうまあ地上の天国と言われるぐらいいいところな

んですが、その成都から西に のところに都江

堰市があります。ここは都江堰という紀元前 年

に李冰と言う人が作った堰がありまして、洪水調節

をちゃんと二千数百年前からやっていて、それで成

都は非常にいいんだということを成都の市長さんに

お目にかかった時にお話を聞きまして、その翌日、

早速その都江堰を見に行きました。ダイナマイトも

ない時代に山を切り抜いて、太田川放水路ではあり

ませんけれども放水路を一本作ったりとか、堰を作

ったりというようなことをやっておりまして、今、

そこの都江堰自体が世界文化遺産になってまして、

治水施設が世界文化遺産になるのはなかなか珍しい

ようですが、現場も見て参りましたけれども、世の

中は時代は変わりましても治山治水は非常に大事だ

ということを中国に行きましても感じた次第でござ

います。

以上で、私のお話を終わらせていただきたいと思

います。

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

記 念 講 演
演 題 最近の河川災害を考える
講 師 山口大学工学部教授 三浦 房紀

略 歴

昭和 年 山口大学工学部土木工学科卒業

昭和 年 京都大学大学院工学研究科修士課程土木

工学専攻修了

昭和 年 京都大学助手（防災研究所）

昭和 年 工学博士（京都大学）

昭和 年 山口大学工学部建設工学科助教授

平成 年 山口大学工学部知能情報システム工学科

教授

平成 年 山口大学大学院理工学研究科環境共生工

学専攻教授

現在に至る

専門分野

地震工学、防災工学

学会・委員会活動等

土木学会、地盤工学会、建築学会、地震学会、自然

災害学会等、 防災研究協会非常勤研究員、山口県

防災会議災害対策専門部会部会長、山口県国土利用

計画地方審議会委員、広島市地震情報ネットワーク



平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

システム検討委員会委員、中国電気通信管理局ディ

ジタル防災無線利用に関する調査研究会会長、科学

庁実大三次元震動破壊実験施設技術専門委員会委

員、平成元年 年（第 回 第 回）日米ワーク

ショップ 地盤変状とライフライン構造物の地震被

害と耐震設計 幹事、平成 年・ 年（第 回・第

回）日米都市防災会議幹事等

（お断り）

講演の内容につきましては、誠に勝手ながら掲載

を割愛させていただきました。

大 会 決 議

山口県宇部市長

藤 田 忠 夫

それではただ今から朗読させていただきますが、

この決議についてご賛同の程よろしくお願いいたし

ます。

決 議 （案）

推進するとともに、洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保

を支援するソフト施策についても対応が急務となってい

る。

加えて、 川 は古くから地域住民の生活に深くかか

わっており、地域に種々の恩恵を与え、その流域に独特

の歴史や風土・文化を育んできたが、現在、人と水と関

わり合いは希薄化しつつある。今一度、人と水との関わ

りを再構築し、自然と調和した健康な暮らしと健全な環

境の創出を推進していくことが重要である。

ここに、われわれは中国地方治水大会を開催し、その

総意に基づき、 安全で安心して暮らせる地域づくり

を目指し、治水対策が強力かつ着実に推進されるよう、

次の事項の実現について、国会並びに政府に対し強く要

望する。

記

一 頻発する災害から生命・財産を守る治水対策は、国

の基本的責務である。国民が等しく安全を享受する

ためには、水害及び渇水被害を防止・軽減するため

の予防的な対応が必要不可欠であり、河川・ダム等

の整備を促進すること。

一 ハード対策の推進に加え、地域の防災能力の向上に

資するハザードマップの整備や避難体制の構築のた

治水事業は、国土を保全し、洪水等の被害から国民の

生命と財産を守る根幹的な社会資本の整備であり、緊急

かつ計画的に実施することが重要である。

しかしながら、中国地方においては、治水施設等の整

備状況が依然として低い水準にある。

こうした中、近年、異常気象が常態化しており、昨年

は観測史上最多となる 個の台風が日本に上陸し、中国

地方においても、死者・行方不明が 名、床上・床下浸

水が約 万 戸にも及ぶ甚大な災害が発生した。一

方で、今年の春には平年の半分以下となる記録的な少雨

により渇水被害が発生するなど、降雨の両極化が進行し

ている。

また、本年の台風 号では、山口県の錦川や広島県の

太田川では戦後最大規模の洪水が発生し、中国地方でも

死者 名、床上・床下浸水は約 戸に及ぶ洪水災害

が発生している。

このように、治水施設の整備の進捗に対し、近年の自

然の猛威が厳しい状況化において、災害を防止・軽減す

るためには、治水対策を強力に推進し、地域における安

全性の確保・向上を図ることが重要かつ喫緊の課題であ

る。

また、全国に比べ高齢化が進む中国地方においては、

水害等に対する迅速かつ的確な危機管理体制の強化を早

急に図ることが必要であり、河川改修等のハード対策を



めの情報提供の充実などのソフト対策を推進するこ

と。

一 頻発する水害、土砂災害に対する早期の復旧・復興

を実施するための災害復旧関係事業と被災地におけ

る被害拡大の防止を図る危機管理施策を推進するこ

と。

一 近年の集中豪雨による都市型水害を防止するため、

河川・下水道・都市計画等の各事業が連携して水害

対策を推進すること。

一 自然再生事業を推進するとともに、河川を巡る多様

なニーズに応える河川環境整備を促進すること。

一 社会資本整備重点計画に基づき、平成 年度治水関

係事業費について増額を図ること。

以上決議する。

平成 年 月 日

中国地方治水大会

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号

鳥取県県土整備部次長
兼河川課長

松 下 周 吉

次期開催県の挨拶

次期開催県として鳥取県に決定し、松下県土整備

部次長兼河川課長にお引き受けのご挨拶をいただき

ました。鳥取県ご当局には大変ご苦労をおかけいた

しますが、よろしくお願い申し上げます。

全水連だより

役 職
前 任 者 後 任 者

氏 名 公 職 名 氏 名 公 職 名

評議員会（平成 年 月 日開催）

理事（交替） 三 枝 安 茂

本 田 忠 彦

前春日部市長、前埼玉県河川協
会会長
前西尾市長、前愛知県河川海岸
協会副会長

今 成 守 雄

中 村 晃 毅

羽生市長、埼玉県河川協会副会
長
西尾市長、愛知県河川海岸協会
副会長

評議員会（平成 年 月 日開催）

副会長（復職） 岩 井 國 臣 参議院議員

役員の一部交替等について

現在ご就任いただいている役員のうち、市長職の任期満了により退任または市町村合併により失職し、全水連

役員を任期途中において辞任した役員について、その後任等を選任する評議員会が過日開催され、新役員が選任

されました。

新しく選任されました役員は、次のとおりです。

任期 選任の日から平成 年 月 日まで（前任者の残任期間）
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